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令和五年度
　　退職教員略歴・主要業績

秋
あ き

田
た

　　茂
しげる

　教授　　人文学専攻・グローバルヒストリー・地理学講座（西洋史学）

石
い し

井
い

　正
ま さ

彦
ひ こ

　教授　　日本学専攻・基盤日本語学講座

飯
い い

塚
づ か

　一
か ず

幸
ゆ き

　教授　　日本学専攻・日本史学講座

岡
お か

田
だ

　禎
さ だ

之
ゆ き

　教授　　人文学専攻・文学・言語学講座（比較・対照言語学）

神
か み

山
や ま

　孝
た か

夫
お

　教授　　人文学専攻・文学・言語学講座（比較・対照言語学）

川
か わ い

合　　康
やすし

　教授　　日本学専攻・日本史学講座

小
こ

口
ぐ ち

　一
い ち

郎
ろ う

　教授　　言語文化学専攻・第二言語教育学講座

坂
さ か

内
う ち

　千
ち

里
さ と

　教授　　言語文化学専攻・理論言語学・デジタルヒューマニティーズ講座

瀧
た き

田
た

　恵
え

巳
み

　教授　　言語文化学専攻・コミュニケーション論講座

田
た

野
の

村
む ら

忠
た だ

温
は る

　教授　　日本学専攻・基盤日本語学講座

米
よ ね

田
だ

　信
の ぶ

子
こ

　教授　　外国学専攻・アジア・アフリカ講座（スワヒリ語）

渡
わ た

邉
な べ

　克
か つ

昭
あ き

　教授　　外国学専攻・ヨーロッパ・アメリカⅠ講座（英語）

渡
わ た

邊
な べ

　伸
し ん

治
じ

　教授　　言語文化学専攻・コミュニケーション論講座
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秋田　茂　履歴・研究業績
略歴

1977年３月　　　　広島県立福山誠之館高校・卒業

1977年４月　　　　広島大学文学部・史学科西洋史学専攻・入学

1981年３月　　　　広島大学文学部・史学科西洋史学専攻・卒業　（文学士）

1983年３月　　　　 広島大学大学院文学研究科・博士課程前期　西洋史学専攻・修了（文学

修士）

1985年３月　　　　広島大学大学院文学研究科・博士課程後期　西洋史学専攻・中退

1985年４月　　　　大阪外国語大学・外国語学部・助手に採用

1988年１月　　　　大阪外国語大学・外国語学部・講師に昇任

1991年１月　　　　大阪外国語大学・外国語学部・助教授に昇任

1994年４月︲95年８月　ロンドン大学SOAS訪問研究員　同・歴史学研究所客員研究員

1994年４月︲95年１月　文部省在外研究員（若手）

2001年４月︲2002年３月　ロンドン大学LSE客員教授

2003年10月　　　　 大阪大学大学院文学研究科・世界史講座・教授、博士（文学）（大阪大学）

2015年５月︲2022年10月　アジア世界史学会(Asian Association of World Historians) 会長　

2015年10月︲　　　 大阪大学未来戦略機構（現・先導的学際研究機構）グローバルヒストリー

部門長

2016年５月︲６月　 南洋理工大学招聘教授（シンガポール・人文社会科学研究科）

2018年９月︲　　　 東アジアブリテン史学会（East Asian Society of British History）共同

会長

2018年10月︲2019年１月　 ハ イ デ ル ベ ル ク 大 学 招 聘 教 授（Center for Trans Cultural 

Studies）

2022年４月︲　　　大阪大学人文学研究科・グローバルヒストリー・地理学大講座・教授

2022年11月︲　　　大阪大学栄誉教授　

受賞

2004年６月　第20回大平正芳記念賞（大平正芳記念財団）

2013年７月　第14回讀賣・吉野作造賞（読売新聞社・中央公論新社）

2014年７月　大阪大学総長顕彰（研究部門）

2022年11月　紫綬褒章
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112︲99頁，1986年３月

69．「複合動詞の成立－Ｖ＋Ｖタイプの複合名詞との比較－」『日本語学』3︲11（明治書院），

81︲94頁，1984年11月

70．「機械工学用語の語種構造」（共著者・野村雅昭）『計量国語学』14︲4（計量国語学会），

163︲175頁，1984年３月

71．「現代語複合動詞の語構造分析－＜動作>・＜変化>の観点から－」『国語学研究』23（東

北大学），55︲44頁，1983年12月

72．「現代語複合動詞の語構造分析における一観点」『日本語学』2︲8（明治書院），79︲90頁，

1983年８月

【概説・展観・書評等】

１．「〔特集：日本語学を創った人々〕宮島達夫」『日本語学』39︲1（明治書院），126︲129頁，

2020年３月
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２．「〔追悼〕偉大な〝linguist〟宮島達夫先生を偲ぶ」『計量国語学』30︲4（計量国語学会），

237︲239頁，2016年３月

３．「〔書評〕斎藤倫明著『語彙論的語構成論』」『日本語の研究』3︲2（日本語学会），54︲60頁，

2007年４月

４．「複合語はなぜ字面以上の意味を表すのか」『国文学』51︲4（学燈社），56︲59頁，2006年

４月

５．「これから試みられてよい学際的切り口は何か」『国文学』51︲4（学燈社），126︲128頁，

2006年４月

６．「コーパス言語学と『キーワード』」『月刊言語』3︲12（大修館書店），91︲90頁，2004年

12月

７．「日本語の学習サイト」『月刊言語』33︲6（大修館書店），71︲70頁，2004年６月

８．「（巻頭言）専門(用)語研究の新たな展開のために」『情報知識学会誌』12︲1（情報知識学

会），1︲2頁，2002年５月

９．「〔参考資料３〕テレビ放送の語彙調査」『新「ことば」シリーズ12言葉に関する問答集

－言葉の使い分け－』（国立国語研究所），75︲68頁，2000年３月

10．「（学界展望）国語学近代・現代（文章・文体）」『文学・語学』161（全国大学国語国文

学会），84︲85頁，1998年10月

11．ʻReview of Melby & Warner (1995): The Possibility of Language: A Discussion of the 

Nature of Language, with Implications for Human and Machine Translation ʼ , 

ＴＥʀＭɪɴＯʟＯɢʏ 4:1，pp.166︲168, 1997年

12．「プログラムを書かずにできる言語処理－エディタで頻度表・ＫＷＩＣ・抄録文を作る－」

『日本語学』11︲10（明治書院），114︲124頁，1992年９月

13．「平成２年・３年における国語学界の展望語彙（理論・現代）」『国語学』169（国語学会），

42︲52頁，1992年６月

14．「語構成（言語研究・言語教育と用例・実例）」『国文学解釈と鑑賞』54︲1（至文堂），

37︲45頁，1989年１月

15．「複合語の処理（ワープロのための日本語学）」『日本語学』7︲12（明治書院），175︲179頁，

1988年11月

【講座等分担執筆】

１．「第５章　語形」斎藤倫明（編）『講座言語研究の革新と継承１　日本語語彙論Ⅰ』（ひ

つじ書房），135︲165頁，2016年９月
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２．「第１章　コーパスを用いた日本語研究の特徴－語彙・文法を中心に－」（共著者・杉本

武）田野村忠温（編）『講座日本語コーパス６　コーパスと日本語学』（朝倉書店），1︲20頁，

2014年12月

３．「第４章　多様なコーパスの可能性」田野村忠温（編）『講座日本語コーパス６　コーパ

スと日本語学』（朝倉書店），69︲101頁，2014年12月

４．「８ 語種・品詞」「９ 命名・造語」多門靖容・半沢幹一（編集）『ケーススタディ日本

語の表現』（おうふう），48︲59頁，2005年11月

５．「第９章　語彙と文章」斎藤倫明（編）『朝倉日本語講座４　語彙・意味』（朝倉書店），

191︲207頁，2002年10月

６．「日本語の形態論」飛田良文・佐藤武義（編）『現代日本語講座５　文法』（明治書院），

22︲37頁，2002年４月

７．「レポート⑤　ジャンルから見た『土左日記』の語彙の特徴・解説」青葉ことばの会（編）

『日本語研究法［古代語編］』（おうふう），77︲94頁，1998年４月

８．「第５章　語彙」佐藤武義(編著)『展望　現代の日本語』（白帝社），107︲136頁，1996年

12月

９．「専門用語の実態と漢字」佐藤喜代治（編）『漢字講座10　現代生活と漢字』（明治書院），

226︲249頁，1989年９月

10．「語構成」玉村文郎（編）『講座日本語と日本語教育６　日本語の語彙・意味（上）』（明

治書院），167︲193頁，1989年８月

11．「第３章第４節　複合名詞の構造と機能」水谷静夫（編著）『朝倉日本語新講座１　文字・

表記と語構成』（朝倉書店），145︲173頁，1987年12月

12．「ケース10　複合動詞の成立条件」寺村秀夫［他］（編集）『ケーススタディ日本文法』（桜

楓社），56︲61頁，1987年４月

【科研費成果報告】

１．『探索的データ解析による日本語研究法の開発』，2007年３月

２．『臨時一語の構成に関与する文章論的諸特徴の記述的研究』，1998年３月

３．『複合動詞の成立条件解明のための語構成論的研究』，1996年３月

４．『学術用語語基表』（共著者・野村雅昭）特定研究「言語データの収集と処理の研究」成

果報告書，1989年３月

５．『学術用語語基連連接表』（共著者・野村雅昭）特定研究「言語データの収集と処理の研

究」成果報告書，1988年３月
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６．『複合動詞資料集』特定研究「言語データの収集と処理の研究」成果報告書，1987年３

月

【口頭発表・講演】

１．「現代新聞における語結合の慣用化－記事データベースを用いた時事的な動詞句の調査

から－」第397回日本近代語研究会2022年度秋季発表大会（オンライン），2022年11月

２．「慣用連語「デフレから脱却する」の成立－連語の単位性をめぐる事例的検討－」中国

海洋大学日語語言学国際学術研討会（中国海洋大学），2019年９月

３．「連語の慣用性はいかに獲得されるか－新聞の「デフレ～」連語を例に－」2017年台湾

大学日本語文創新国際学術研討会（台湾大学），2017年12月

４．「現代新聞における和語の基本語化」日本語学会2017年度春季大会ワークショップ「近

現代「基本語化」現象の記述と理論化－書きことばの叙述語を中心に－」（関西大学），

2017年５月

５．「連語の慣用性はいかに獲得されるか：新聞における個別連語の流行現象を手がかりに」

国語学研究会第401回記念発表会（東北大学），2017年３月

６．「文の長さの統計モデル」計量国語学会第60回大会（日本大学），2016年10月

７．「映像ＫＷＩＣ による言語行動の直観的探索－対談番組のマルチメディア・コーパスを

例に－」（共同発表者：孫栄奭）日本語学会2016年度春季大会（学習院大学），2016年５月

８．「現代新聞における和語動詞の叙述基本語化－談話引用動詞"話す"の場合－」国立国語

研究所共同研究プロジェクト「多角的アプローチによる現代日本語の動態の解明」研究発

表会（国立国語研究所），2016年１月

９．「交互平均法とリジット解析」計量国語学会第59回大会（神戸大学），2015年９月

10．「〔講演〕コーパス日本語学の基礎－「言語的連結パターン」によるマルチレベル分析－」

韓国日本語学会第30回国際学術発表大会（韓国・カトリック大学校），2014年９月

11．「〔講演〕"批判的コーパス言語学"の試み－単語の「イデオロギー的意味」の発見－」中

京大学文学会秋季大会（中京大学），2013年11月

12．「〔講演〕〝臨時一語〟の研究と教育－文章とのかかわりを中心に－」2013年度高知大学

国際・地域連携センター国際連携部門講演会＆ワークショップ（高知大学），2013年６月

13．「同格連体名詞の外来語－文法機能からみた外来語の基本語化－」（共同発表者・金愛蘭）

韓国日本語学会，韓国サンミョン大学校，2012年３月

14．「無性格語が特徴語になるとき－国立国語研究所「高校教科書の語彙調査」から－」計

量国語学会第55回大会（名古屋大学），2011年９月
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15．「マルチメディア・コーパスと言語使用」日本語学会2010年度秋季大会ワークショップ，

2010年10月

16．「〔講演〕日本語コーパス言語学の新展開」韓国日本言語文化学会2009年度秋季国際学術

シンポジウム（韓国・明知大学校），2009年11月

17．「借りる／借りない」の最前線－JST・科学技術文献情報の場合－」語彙辞書研究会第

34回研究発表会（エステック情報ビル），2008年11月

18．「テレビ放送のマルチメディア・コーパス」計量国語学会第52回大会（武庫川女子大学），

2008年９月

19．「文章顕現型の臨時一語化－その基本類型と多様性－」第94回漢字・漢語研究会，2007

年７月

20．「外来語の２０世紀」日本語学会2007年度春季大会シンポジウム，2007年５月

21．「テレビの単語使用－外来語を中心に－」国立国語研究所第31回「ことば」フォーラム，

2007年３月

22．「現代日本語語彙の『中心』と『周縁』－語彙の構造を動的にとらえる－」韓国日語日

文学会2004年度国際学術大会（韓国・霊山大学校），2004年８月

23．「日本語コーパス言語学における探索的データ解析の有用性」漢語語彙学第１回国際学

術シンポジウム（中国・武漢大学），2004年４月

24．「臨時的な複合動詞の語構造」土曜ことばの会（大阪大学），2001年４月

25．「臨時一語発生の一要因－『～の』連続の回避－」計量国語学会第42回研究発表会（国

立国語研究所），1998年９月

26．「（シンポジウム「《はやりうた》の表現」）『はやり』にかかわる言語的特徴を探る」表

現学会第35回全国大会（大妻女子大学），1998年６月

27．「阪倉篤義氏の『語構成論』から学ぶべきもの」語彙・辞書研究会第12回研究発表会（三

省堂文化会館），1997年11月

28．「学術用語の造語成分の意味分類－『分類語彙表』を使って－」第５回国立国語研究所

国際シンポジウム第１専門部会（国立オリンピック記念青少年総合センター），1997年８

月

29．「語彙調査の新展開」名古屋大学国語国文学会春季大会（名古屋大学），1997年７月

30．「（テレビ放送の語彙調査）調査の概要」平成７年度国立国語研究所公開研究発表会（国

立国語研究所），1995年12月

31．「度数〝１〟の語の文章論的諸特徴について－高校「物理」教科書を例に－」第273回東

北大学国語学研究会（東北大学），1995年11月
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32．「言語研究からみた専門用語の課題－教科書にみる〝仲間うちのことば〟・〝広場のことば〟

－」専門用語研究会第８回シンポジウム，1994年11月

33．「語彙調査におけるデータ作成とその利用」情報処理学会自然言語処理シンポジウム（Ｉ

ＣＯＴ），1993年１月

34．「専門用語を抜き出す試み－高校・中学Z教科書の語彙調査から－」第４回専門用語シ

ンポジウム（国立国語研究所），1990年12月

35．「語の圧縮からみた文章の凝縮度」国語学会秋季研究発表大会（茨城大学），1989年10月

36．「科学技術の基本語彙－学術用語の語構成要素をもとに－」国語語彙史研究会第三十回

記念大会（京都教育大学），1988年12月

37．「造語モデルの構想」特定研究「言語情報処理の高度化」研究会（福岡大学），1987年12

月

38．ʻEconomy in Japanese Scientific Terminology ʼ . International　Congress　on　

Terminology　and　Knowledge　Engineering（西ドイツ・トリア大学），1987年９月

39．「和語動詞性要素をもつ複合名詞の語構造」国語学会秋季研究発表会（宮城学院女子大学），

1985年10月

以　上
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飯塚一幸　履歴・研究業績
【略歴】

1977年３月　長野県立木曽西高等学校卒業

1977年４月　京都大学文学部入学

1982年３月　京都大学文学部国史学専攻卒業

1982年４月　京都大学大学院文学研究科研究員

1983年４月　京都大学大学院文学研究科博士前期課程国史学専攻入学

1985年３月　京都大学大学院文学研究科博士前期課程国史学専攻修了

1985年４月　京都大学大学院文学研究科博士後期課程国史学専攻進学

1988年３月　京都大学大学院文学研究科博士後期課程国史学専攻単位取得退学

1988年４月　京都大学研修員（1993年３月まで）

1993年４月　国立舞鶴工業高等専門学校専任講師（1996年９月まで）

1996年10月　佐賀大学文化教育学部学校教育課程助教授（2007年３月まで）

2007年４月　大阪大学大学院文学研究科文化形態論専攻准教授（2009年12月まで）

2010年１月　大阪大学大学院文学研究科文化形態論専攻教授（2022年３月まで）

2014年４月　大阪大学アーカイブズ室長（2018年３月まで）

2018年６月　博士（文学）（大阪大学）

2022年４月　大阪大学大学院人文学研究科日本学専攻教授（現在に至る）

【学会・自治体等委員歴】

1990年10月　宮津市史編さん調査執筆委員（2005年３月まで）

1992年４月　加茂町史執筆委員（1994年３月まで）

1995年４月　彦根市史専門部会委員（近代史部会）（2009年３月まで）

1999年１月　伊万里市史執筆委員会執筆委員（2007年３月まで）

2001年５月　鳥栖市史執筆委員会執筆委員（2009年３月まで）

2003年４月　久美浜町史編纂に係る調査執筆委員（2004年２月まで）

2006年１月　基山町史編さん編集委員・執筆委員（2010年３月まで）

2006年４月　佐賀新聞紙面批評委員（2007年３月まで）

2010年10月　日本史研究会編集委員長（2012年３月まで）

2011年４月　枚方市史編さん者（現在に至る）

2011年６月　八尾市史編集委員（現在に至る）
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2011年７月　摂津市史編さん委員（現在に至る）

2012年６月　大阪歴史学会事務局長（2014年６月まで）

2013年６月　史学研究会評議員（現在に至る）

2015年６月　大阪歴史科学協議会委員長（2021年６月まで）

2015年11月　歴史科学協議会理事（2022年11月まで）

2019年４月　大阪府公文書館懇談会委員（2023年３月まで）

2020年６月　公益財団法人竜王会館理事（現在に至る）

2021年11月　吹田市立博物館協議会委員（現在に至る）

2022年４月　高知県史編さん近代部会委員（現在に至る）

2022年10月　日本史研究会代表委員（現在に至る）

【著書】

１）朝尾直弘・吉川真司・石川登志雄・水本邦彦・飯塚一幸著『京都府の歴史』（山川出版社、

274 ～ 330頁、1999年８月）

２）「明治地方自治制の変容過程の研究」（科学研究費補助金研究成果報告書、研究代表者飯

塚一幸、全62頁、2002年３月）

３）菅原憲二・飯塚一幸・西山伸編『田中秀央　近代西洋学の黎明－『憶い出の記』を中心

に－』（京都大学学術出版会、全373頁、2005年３月）

４）飯塚一幸編『小城鍋島家の近代』（佐賀大学文系基礎学研究プロジェクト、全110頁、

2005年10月）

５）懐徳堂記念会百年誌編集委員会編『懐徳堂記念会百年誌　1910 ～ 2010』（財団法人懐徳

堂記念会、19 ～ 48頁、2010年11月）

６）『日本史B』（実教出版社、218 ～ 275頁、2014年１月）
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～ 85頁、2011年３月）

22）「初期議会と民党」（明治維新史学会編『講座明治維新』第５巻立憲制と帝国への道、有
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委員会、第一分冊１～ 576頁、第二分冊577 ～ 1168頁、第三分冊1169 ～ 1648頁、第四分

冊1649 ～ 1663頁、2008年３月）

11）菅原憲二編『丹後国加佐郡上安久村安久家文書目録』第二集（千葉大学文学部史学科菅

原研究室、全135頁、2009年３月）

12）菅原憲二編『丹後国加佐郡上安久村安久家文書目録』第三集（千葉大学文学部史学科菅

原研究室、全133頁、2010年３月）

13）菅原憲二編『丹後国加佐郡上安久村安久家文書目録』第五集（千葉大学文学部史学科菅

原研究室、全131頁、2012年３月）

14）菅原憲二編『丹後国加佐郡上安久村安久家文書目録』第六集（全409頁、2019年３月）

【書評・紹介】

１）「紹介　中島利雄・原田久美子編『日本民衆の歴史10　丹後に生きる－京都の人びと』（三

省堂）」（『日本史研究』311、日本史研究会、78 ～ 79頁、1988年７月）

２）「書評　安在邦夫著『立憲改進党の活動と思想』（校倉書房）」（『日本歴史』第547号、日

本歴史学会、106 ～ 107頁、1993年12月）

３）「書評　神立春樹著『近代岡山県地域の都市と農村』（御茶の水書房）」（『岡山地方史研究』

74、岡山地方史研究会、18 ～ 21頁、1994年６月）
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４）「紹介　上条宏之著『変革における民衆－『夜明け前』の実像－』（銀河書房）」（『日本

史研究』396、日本史研究会、84 ～ 86頁、1995年８月）

５）「書評　困民党研究会編『民衆運動の＜近代＞』（現代企画室）」（『歴史学研究』678、歴

史学研究会、70 ～ 73頁、1995年11月）

６）「書評　山中永之佑著『近代市制と都市名望家―大阪市を事例とする考察─』（大阪大学

出版会）」（『日本史研究』411、日本史研究会、80 ～ 87頁、1996年11月）

７）「書評　阿部恒久著『近代日本地方政党史論－「裏日本」化の中の新潟県政党運動－』（芙

蓉書房出版）」（『歴史評論』574、歴史科学協議会、90 ～ 94頁、1998年２月）

８）「書評　高久嶺之介著『近代日本の地域社会と名望家』（柏書房）」（『日本史研究』453、

日本史研究会、76 ～ 84頁、2000年５月）

９）「『本庄村史歴史編―神戸市東灘区深江・青木・西青木のあゆみ―』をめぐって」（『歴史

科学』199、大阪歴史科学協議会、12 ～ 18頁、2009年11月）

10）「書評　広川禎秀編『近代大阪の地域と社会変動』（部落問題研究所）」（『部落問題研究』

191、部落問題研究所、43 ～ 58頁、2009年12月）

11）「書評　竹田健二著『市民大学の誕生―大坂学問所懐徳堂の再興―』（大阪大学出版会）」

（『懐徳』79、懐徳堂記念会、43 ～ 51頁、2011年１月）

12）「書評　居石正和著『府県制成立過程の研究』（法律文化社）」（『日本史研究』586、日本

史研究会、54 ～ 62頁、2011年６月）

13）「書評　中西啓太著『町村「自治」と明治国家―地方行財政の歴史的意義―』（山川出版

社）」（『歴史学研究』988、歴史学研究会、59 ～ 62頁、2019年10月）

14）「書評　中元崇智著『明治期の立憲政治と政党』（吉川弘文館）」（『歴史評論』838、歴史

科学協議会、90 ～ 94頁、2020年２月）

15）「書評　前田亮介著『全国政治の始動―帝国議会開設後の明治国家―』（東京大学出版会）」

（『日本史研究』707、日本史研究会、68 ～ 75頁、2021年７月）

16）「書評　三村昌司著『日本近代社会形成史　議場・政党・名望家』（東京大学出版会）」（『日

本歴史』888、日本歴史学会、101 ～ 103頁、2022年５月）

【学会動向等】

１）「1993年の歴史学界－回顧と展望－日本近現代三」（『史学雑誌』第103編第５号、150 ～

152頁、1994年５月）

２）「二〇一五年度日本史研究会大会報告批判」（『日本史研究』644、日本史研究会、60 ～

66頁、2016年４月）
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３）「2016年の歴史学界－回顧と展望－日本近現代三政治・社会（明治）」（『史学雑誌』第

126編第５号、148 ～ 152頁、2017年５月）

【その他】

１）「近代化で村はどのように変わったか　●文明開化と農村社会」（吉村武彦・池享・吉田

伸之・原田敬一編著『日本の歴史を解く100話』、文英堂、324 ～ 327頁、1994年９月）

２）「原敬　●原はどのような政策を行ったか」（吉村武彦・池享・吉田伸之・原田敬一編著

『日本の歴史を解く100人』、文英堂、352 ～ 355頁、1995年９月）

３）「郡制」、「郡制廃止問題」、「郷村社」、「白根専一」、「部落」、「部落有財産」、「前田正名」

（朝尾直弘・宇野俊一・田中琢編『新版日本史辞典』、角川書店、326、366、544、926、

927、978頁、1996年11月）

４）「近世文書あるところ近代文書あり」（アエラムック『日本史がわかる。』、朝日新聞社、

46 ～ 48頁、2000年11月）

５）「「日本海時代」の夢と宮津」（宮津市教育委員会文化振興室『市史編さんだより』第17号、

４～５頁、2001年３月）

６）酒田正敏著『近代日本における対外硬運動の研究』（東京大学出版会）（黒田日出雄・加

藤友康・保谷徹・加藤陽子編『日本史文献事典』弘文堂、541 ～ 542頁、2003年12月）

７）「丹後における国会開設運動の成立と展開」市制五十周年特別記念事業　宮津市歴史資

料館二〇〇四年秋期特別展図録『天橋義塾－小室信介と沢辺正修－』、宮津市歴史資料館、

５～ 10頁、2004年10月）

８）「佐賀県の歴史環境」（環境教育開発研究プロジェクト成果報告書『「総合的環境教育佐

賀プラン」開発の基礎研究』、82 ～ 101頁、2005年３月）

９）「民権ネットワーク【京都府】二〇〇八年の研究状況」（町田市立自由民権資料館紀要『自

由民権』第22号、町田市教育委員会、107 ～ 108頁、2009年３月）

10）コラム「舞鶴鎮守府と東郷平八郎」（坂根嘉弘編『軍港都市史研究Ⅰ舞鶴編』、清文堂、

128 ～ 132頁、2010年１月）

11）「民権ネットワーク【京都府】二〇〇九年の研究状況」（町田市立自由民権史料館紀要『自

由民権』第23号、町田市教育委員会、118 ～ 120頁、2010年３月）

12）「香月経五郎」（宮地正人・櫻井良樹・佐藤能丸編『明治時代史大辞典』第一巻、吉川弘

文館、521 ～ 522頁、2011年12月）

13）「民権ネットワーク【京都府】二〇一〇年・二〇一一年の研究状況」（町田市立自由民権

史料館紀要『自由民権』第25号、町田市教育委員会、128 ～ 132頁、2012年３月）
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14「石濱文庫の書簡類の整理をめぐって」（平成23年度大阪大学文学研究科共同研究研究成

果報告書『石濱文庫の学際的研究―大阪の漢学から世界の東洋学へ―』、４頁、2012年３月）

15）「高校日本史教科書の改定を巡って考えたこと」（大阪歴史教育者協議会『大阪の歴史教

育』第45号、３～ 18頁、2012年５月）

16）「島義勇」「鍋島直大」「鍋島直彬」（宮地正人・櫻井良樹・佐藤能丸編『明治時代史大辞

典』第二巻、吉川弘文館、192、976 ～ 977頁、2012年７月）

17）「秀島家良」（宮地正人・櫻井良樹・佐藤能丸編『明治時代史大辞典』第三巻、吉川弘文

館、227頁、2013年２月）

18）講演録「記念講演　『維新雑誌』の可能性」（『市史研究ふくおか』第８号、福岡市博物

館市史編さん室、64 ～ 73頁、2013年３月）

19）コラム「杉田定一」（高島千代・田崎公司編著『自由民権＜激化＞の時代－運動・地域・

語り－』、日本経済評論社、117 ～ 118頁、2014年10月）

20）「〔報告〕阪大史学系の新しい教育」（桃木至朗・堤一昭・秋田茂との共同報告）（『史学

雑誌』第124編第１号、史学会、94 ～ 95頁、2015年１月）

21）「阪大史学系の歴史教育改革」（桃木至朗・堤一昭・秋田茂との共同執筆）（大阪大学歴

史教育研究会・公益財団法人史学会編『史学会125周年リレーシンポジウム2014　教育が

開く新しい歴史学』山川出版社、10 ～ 35頁、2015年11月）

22）「自由党「広域蜂起派」と愛知県の自由民権運動」（愛知県史編さん委員会編『愛知県史』

通史編６近代１の「愛知県史のしおり」、愛知県、１～４頁、2017年３月）

23）「原敬の日露戦争認識」（『宝積』第11号、原敬を想う会、４～５頁、2017年３月）

24）「書評へのリプライ」（『歴史科学』238、大阪歴史科学協議会、34 ～ 39頁、2019年９月）

25）「「巨大塩田地主野﨑家史料の総合的研究」プロジェクトの概要」「塩業界の巨人　野﨑

武吉郎」（『近代岡山殖産に挑んだ人々２』、公益財団法人山陽放送学術文化・スポーツ振

興財団、108 ～ 112、138 ～ 160頁、2022年２月）

26）「小西新右衛門氏文書の概要及び萬歳蔵文書の科研費調査」（新宮由真氏と共著）（『伊丹

市史料集14小西酒造萬歳蔵史料　近世伊丹の学び舎－明倫堂・橋本香坡書簡集－』、伊丹

市都市活力部まち資源室文化振興課、127 ～ 129頁、2023年３月）

27）「書評へのリプライ」（『歴史科学』253、大阪歴史科学協議会、58 ～ 63頁、2023年５月）
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岡田禎之　履歴・研究業績
略歴

1983年３月　奈良県立奈良高等学校卒業

1983年４月　大阪大学文学部入学

1987年３月　大阪大学文学部文学科卒業

1987年４月　大阪大学大学院文学研究科博士前期課程入学

1989年４月　大阪大学大学院文学研究科博士後期課程入学

1991年３月　大阪大学大学院文学研究科博士後期課程単位取得退学

1991年４月　大阪大学助手文学部（英語学講座）

1993年４月　岡山大学講師教養部（英語科）

1994年10月　岡山大学講師文学部（言語文化学科）

1996年10月　金沢大学助教授文学部（英語英米文学科）

1998年４月　神戸市外国語大学外国語学部助教授（英米学科）

2001年９月　大阪大学より博士（文学）を取得

2005年10月　大阪大学大学院文学研究科助教授（西洋文学・語学講座）

2010年４月　大阪大学大学院文学研究科教授（西洋文学・語学講座）

2013年４月　大阪大学大学院文学研究科教授（言語生態論コース）

2022年４月　 大阪大学大学院人文学研究科教授（人文学専攻 比較・対照言語学コース）　　

2024年３月まで

学会役員等

（１）日本英語学会事務局書記　大会準備委員会担当　1998/4 ～ 2000/3

（２）日本英文学会　編集委員　2007/4 ～ 2010/3

（３）日本英文学会関西支部　編集委員　2007/4 ～ 2010/3，2012/4 ～ 2014/3

（４）日本英文学会関西支部　理事　2013/4 ～ 2015/3，2015/4 ～ 2017/3，2017/4 ～ 2019/3

（５）日本英語学会　編集委員会外部査読委員　2009/9 ～ 2010/6，2010/9 ～ 2011/6

（６）日本英語学会　編集委員　2011/7 ～ 2013/9，2019/7 ～ 2024/2

（７）日本英語学会　副編集委員長　2019/11 ～ 2021/8

（８）日本英語学会　編集委員長　2021/9 ～ 2024/2

（９）日本英語学会　評議員　2013/4 ～現在に至る

（10）日本英語学会事務局長補佐　2013/4 ～ 2013/8
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（11）日本英語学会　事務局長　2013/9 ～ 2015/4

（12）日本英語学会　学会賞委員　2013/9 ～ 2015/3，2020/4 ～ 2023/11

（13）日本英語学会　学会賞選考委員　2015/7 ～ 2015/8

（14）日本英語学会　監事　2016/4 ～ 2018/3

（15）日本英語学会　理事　2018/4 ～ 2022/3

（16）日本認知言語学会　大会発表査読委員　2016/4 ～ 2018/3，2019/4 ～ 2021/3

（17）日本認知言語学会　大会優秀発表賞審査委員　2017/9

（18）日本語用論学会外部査読委員　2012/9

（19）言語系学会連合　監査委員　2016/4 ～ 2018/3

（20）関西言語学会　査読委員　2017/10，2018/10

（21）Ad hoc reviewer for WORD (International Linguistic Association) 2000/10

（22）Ad hoc reviewer for Ｊａｐａｎｅｓｅ╱Ｋｏｒｅａｎ　ʟｉｎɡｕｉｓｔｉｃｓ　₂₃ ～ 30, 2013/6 ～ 2022/9

（23）Ad hoc reviewer for ɪｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａˡ　Ｃｏɡｎｉｔｉｖｅ　ʟｉｎɡｕｉｓｔｉｃｓ　Ｃｏｎｆｅｒｅｎｃｅ　₁₅, 2018/11

（24）文部科学省　大学設置・学校法人審議会専門委員（文学専門委員会）　 2015/11 ～

2018/10

（25）日本学術振興会　科学研究費委員会専門委員　2013/12 ～ 2014/11

（26）同 特別研究員等審査会委員 （書面審査委員 DC₂担当）2020/7 ～ 2022/6

（27） 同 特別研究員等審査会委員（書面審査委員　外国人特別研究員（一般））2022/5 ～

2022/6

（28）財団法人語学教育研究所　市河賞選考委員会委員　2016/4 ～ 2017/3 

受賞等

（１）第37回 市河賞　財団法人 語学教育研究所 2003.

（２）10 papers selection: ＡɴɴＵＡʟ　ʀＥＰＯʀＴ　ｏｆ　Ｏｓａｋａ　ｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙ　ａｃａｄｅⅿｉｃ　ａｃʰｉｅｖｅⅿｅｎｔ　

₂₀₀₉︲₂₀₁₀. 大阪大学2010.

著書

（１）『現代英語の等位構造』　大阪大学出版会　日本学術振興会研究成果公開促進費補助金

交付図書　課題番号145152　x+336頁 2002.12.10

共著

（１）『構文間の交替現象』ネイティブ英文法 第５巻　東京：朝倉書店　第６章から第10章
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執筆担当（共著者：岸本秀樹） 2020.12.1

共編著

（１）『意味と形式のはざま』（共編著者：大庭幸男）阪大英文学会叢書第６巻 vii+305頁 

2011.4.25　東京：英宝社.

（２）Ｏｓａｋａ　Ｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙ　Ｐａｐｅｒｓ　ｉｎ　Ｅｎɡˡｉｓʰ　ʟｉｎɡｕｉｓｔｉｃｓ. Vol. 19.（共編著者：田中英理）243頁. 

2019.12 大阪大学文学部英語学研究室.

編著

（１）Ｏｓａｋａ　Ｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙ　Ｐａｐｅｒｓ　ｉｎ　Ｅｎɡˡｉｓʰ　ʟｉｎɡｕｉｓｔｉｃｓ. Vol.16　228頁 2013.9（編者：岡田禎之）

（２）『言葉のしんそう（深層・真相）』—大庭幸男教授退職記念論文集— vi+681頁 2015.3.30 

東京：英宝社　（編者：岡田禎之）

論文（全て単著）

（１）〝Empathy and Coreference of Pronominals.〟（『待兼山論叢』第23号　文学篇）33 

︲48. 大阪大学文学部 1989.12.25

（２）「結果の二次的述語の拡張行為について」（Ｏｓａｋａ　ʟｉｔｅｒａｒｙ　ʀｅｖｉｅʷ No.29）51︲63. 大阪

大学大学院英文学談話会　1990.12.20

（３）〝On Depictive Small Clauses.〟（『成田義光教授還暦祝賀論文集』）187︲200. 英宝社 

1992.7.20
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Martinet, Ｄｅｓ　ｓｔｅｐｐｅｓ　ａｕｘ　ｏｃéａｎｓ　 ―　ʟʼｉｎｄｏ︲ｅｕｒｏｐéｅｎ　ｅｔ　 ˡｅｓ　«ɪｎｄｏ︲Ｅｕｒｏｐéｅｎｓ». Paris: 

Payot. 1986, 19942]．

11．（共訳注）「スズダリ年代記（ラヴレンチー本）訳および注 [I]」『古代ロシア研究』20．

１‒52．2000年５月（共訳者：山口巖，中條直樹，石田修一，山田勇，佐藤昭裕，浦井

康男，岡本崇男，柳沢民雄他）．

12．（共訳注）「スズダリ年代記（ラヴレンチー本）訳および注 [II]」『古代ロシア研究』21: 

pp. 1‒44．2003年５月（共訳者：山口巖，中條直樹，山田勇，佐藤昭裕，浦井康男，岡

本崇男，柳沢民雄，濱本真美他）．

13．（共訳注）「スズダリ年代記（ラヴレンチー本）訳および注 [III]」『古代ロシア研究』22: 

pp. 1‒37．2010年11月（共訳者：山口巖，中條直樹，山田勇，佐藤昭裕，浦井康男，岡

本崇男，柳沢民雄，濱本真美他）．

14．（共訳注）「スズダリ年代記（ラヴレンチー本）訳および注 [IV]」『古代ロシア研究』23: 

pp. 1‒26．2014年３月（共訳者：山田勇，佐藤昭裕，浦井康男，岡本崇男，田中大，今

村栄一他）．

15．（共訳注）「スズダリ年代記（ラヴレンチー本）訳および注 [V]」『古代ロシア研究』24: 

pp. 1‒25．2017年８月（共訳者：山田勇，佐藤昭裕，浦井康男，岡本崇男，田中大，今

村栄一他）．

16．（共訳注）「スズダリ年代記（ラヴレンチー本）訳および注 [VI]」『古代ロシア研究』25: 

pp. 33‒44．2021年３月（共訳者：山田勇，佐藤昭裕，浦井康男，岡本崇男，中澤敦夫，

田中大，今村栄一他）．

研究発表・講演

１．（研究発表；単独）「︲ся動詞の他動詞性について」日本ロシヤ文学会（於東京工業大学）．

1983年10月．

２．（研究発表；単独）「セルボ・クロアチア語のアクセント」日本ロシア文学会関西支部（於

立命館大学）．1988年６月．

３．（招待講演；単独）「マルティネと印欧学」．大阪言語研究会． 2004年３月30日（於アウィー

ナ大阪）．

４．（講演；単独）「ラリンガルと印欧語のシュワー」．The 18th Indo︲European Colloquium 

of Japan（大阪言語研究会 第166回例会）．2009年12月19日（於大阪大学）．

５．（招待講演；単独）「外国語発音習得における母語音声習慣認識の必要性」．日本英語音
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声学会関東支部．2011年６月12日（於早稲田大学）．

６．（招待講演；単独）「印欧語比較言語学：成立までの経緯と方法論素描」．日本英文学会

北海道支部．2011年10月１日（於札幌学院大学）．

７．（招待講演；単独）「Vinaverの秘められた経歴」．シンポジウム「Bédier, Vinaver そし

てFieldへ：Malory学への最新情報」（コーディネーター：髙宮利行（慶応義塾大学名誉

教授））．国際アーサー王学会日本支部．2015年12月12日（於立教大学）．

８．（研究発表；単独）「印欧諸語におけるrhotacismの発生原因について」．日本歴史言語学

会．2016年11月20日（於九州大学）．

９．（基調講演；単独）「ソシュールの生涯と業績」．日本歴史言語学会シンポジウム「ソシュー

ルと歴史言語学」．2017年３月19日（於研究社英語センター）．

10．（講演；単独）「『覚え書』と喉音理論」．日本歴史言語学会シンポジウム「ソシュールと

歴史言語学」．2017年３月19日（於研究社英語センター）．

11．（座談会）「ソシュールと歴史言語学」（パネル：神山孝夫（司会），町田健，柳沢民雄）．

日本歴史言語学会シンポジウム「ソシュールと歴史言語学」．2017年３月19日（於研究

社英語センター）．

12．（招待講演；単独）「印欧語におけるケルト語の位置」．日本ケルト学会．2017年７月１

日（於慶応大学）．

13．（研究発表；単独）「英語R音をめぐる諸問題」日本中世英語英文学会第34回東支部研究

発表会・西支部例会（合同開催）．2018年６月16日（於三重県勤労者福祉会館（三重大学））．

その他

１．（書評；単著）Current Survey of Periodicals: ʀＯＳʜɪＡ　ＳＯʙɪＥＴＯ　ＫＥɴＫʏＵ (Bulletin 

of the Russian Department, Osaka Univ. of Foreign Studies). Ｊａｐａｎｅｓｅ　Ｓˡａｖｉｃ　ａｎｄ　Ｅａｓｔ　

Ｅｕｒｏｐｅａｎ　Ｓｔｕｄｉｅｓ, 13: p. 140. Kyoto University. 1993年３月（英文）．

２．（文献目録）「旧ユーゴスラビア：言語」 池田修監修『世界を学ぶブックガイド』pp.244︲

246．嵯峨野書店．1994年３月．

３．（雑文；単著）「オーストリアのドイツ語」『ひろば』（大阪外国語大学）．1994年９月．

４．（書評；単著）Book Review: Ивао ЯМАГУТИ, Руйкэйгаку дзëсэцу（山口 巌『類型学序説』

京都大学学術出版会，1995）Ｊａｐａｎｅｓｅ　Ｓˡａｖｉｃ　ａｎｄ　Ｅａｓｔ　Ｅｕｒｏｐｅａｎ　Ｓｔｕｄｉｅｓ, 17: pp. 107‒

111. Kyoto University. 1997年３月（露文）．

５．（書評；単著）「三谷惠子『クロアチア語ハンドブック』（大学書林）」『ロシア語ロシア

文学研究』（日本ロシア文学会）31: pp. 170‒171．1999年．
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６．（追悼文；単著）「山岸リリャーナ先生を偲んで」『ロシア・東欧研究』（大阪外国語大学

ヨーロッパⅠ講座）₃: pp. 329‒336. 1999年３月．

７．（書評；単著）「黒田龍之介『羊皮紙に眠る文字たち：スラヴ言語文化入門』及び『外国

語の水曜日：学習法としての言語学入門』（現代書館）」『ロシア語ロシア文学研究』（日

本ロシア文学会）33: pp. 154‒155．2001年．

８．（追悼文；単著）「千野先生の思い出」『ロシア・東欧研究』（大阪外国語大学ヨーロッパ

Ⅰ講座）₇: pp. 235‒240. 2003年３月．

９．（追悼文；単著）「思い出のおことば：竹林 滋先生を偲ぶ」『岩崎研究会ニューズレター』

2011年．

10．（報告；単著）「日本歴史言語学会設立までの経緯」『歴史言語学』₁: pp. 3‒21. 2012年12月．

11．（追悼文・書評・業績目録；単著）「堀井令以知著『言語文化の深層をたずねて』（シリー

ズ「自伝」，ミネルヴァ書房，2013年５月）」『歴史言語学』（日本歴史言語学会）₂: pp. 

65‒108．2013年12月．

12．（講演要旨；単著）「Vinaverの秘められた経歴」Ａｒｔʰｕｒｉａｎａ　Ｊａｐｏｎｉｃａ（国際アーサー王

学会日本支部会報）No. 29，p. 3︲4．2016年10月．

13．（巻頭言；単著）「『歴史言語学』第５号に寄せる」『歴史言語学』（日本歴史言語学会）₅: 

pp. 1‒₂．2016年11月．

14．（追悼文；単著）「山口慶四郎先生を送る」『アヴローラ』（大阪外国語大学ロシア語学科

同窓会）2016年．

15．（講演要旨；単著）「印欧語におけるケルト語の位置」『日本ケルト学会ニューズレター』

24 (3): pp.6︲7，2017年12月．

16．（巻頭言；単著）「ごあいさつ」『歴史言語学』₆: p. i．2017年12月．

17．（研究発表要旨；単著）「印欧諸語におけるrhotacismの発生原因について」『歴史言語学』

₆: p. 84‒85．2017年12月．

18．（共著）「座談会抄録」『ソシュールと歴史言語学』（大学教育出版）．2017年12月．pp. 

231‒242（対談者：神山孝夫，町田健，柳沢民雄）．

19．（雑文；単著）Sanki ICHIKAWA （市河三喜）: Father of Historical and Related Studies 

of English in Japan. 日本中世英語英文学会HP（http://www.jsmes.jp/blog/wp︲content/

uploads/2015/05/ ichikawa_sanki.pdf）2019年４月14日（英文）．

20．（研究発表要旨；単著）「英語R音をめぐる諸問題」．ＳɪＭＥʟʟ（日本中世英語英文学会）

34: p. 61. 2019年７月．

21．（追悼文；単著）「Συμπόσια の思い出：山口巖先生を送る」『古代ロシア研究』25: pp. 
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17︲22．2021年３月１日，日本古代ロシア研究会．

22．（項目執筆；単著）「マルティネ」『現代フランス哲学・思想事典』（ミネルヴァ書房）（印

刷中）．

23．（項目執筆；単著）「ソシュール『覚え書』」『現代フランス哲学・思想事典』（ミネルヴァ

書房）（印刷中）．

以上
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川合　康　履歴・研究業績
略歴

1958年７月　　　　三重県津市に生まれる

1977年３月　　　　大阪府立枚方高等学校卒業

1977年４月　　　　神戸大学文学部入学

1981年３月　　　　神戸大学文学部史学科国史学専攻卒業

1981年４月　　　　神戸大学大学院文学研究科修士課程入学

1984年３月　　　　神戸大学大学院文学研究科修士課程史学専攻修了

1984年４月　　　　神戸大学大学院文化学研究科博士課程社会文化専攻入学

1987年３月　　　　神戸大学大学院文化学研究科博士課程社会文化専攻単位修得満期退学

1987年４月　　　　樟蔭女子短期大学（日本文化史科）専任講師

1991年９月　　　　樟蔭女子短期大学（日本文化史科）助教授

1994年２月　　　　博士（文学）の学位を取得（神戸大学）

1995年４月　　　　東京都立大学人文学部史学科助教授

2007年４月　　　　東京都立大学人文学部史学科准教授

2008年４月　　　　日本大学経済学部教授

2012年４月　　　　大阪大学大学院文学研究科（文化形態論日本史講座）教授

2022年４月　　　　大阪大学大学院人文学研究科（日本学専攻日本史学講座）教授

2024年３月　　　　大阪大学を定年退職

学会役員

1986年６月　　　　日本史研究会研究委員（1988年11月まで）

1990年11月　　　　日本史研究会編集委員（1992年11月まで）

1997年５月　　　　歴史学研究会委員（1999年５月まで）

1997年７月　　　　日本歴史学協会委員（2003年６月まで）

2005年４月　　　　メトロポリタン史学会委員（2015年４月まで）

2013年10月　　　　日本史研究会編集委員（2015年10月まで）
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主要業績一覧

Ⅰ　著書

（Ａ）単著

1.『源平合戦の虚像を剝ぐ 治承・寿永内乱史研究』講談社（選書メチエ）、1996年、254頁

2.『鎌倉幕府成立史の研究』校倉書房、2004年、510頁

3.『「鎌倉街道」の政治史的研究』平成15年度～平成16年度科学研究費補助金基盤研究 

（C）（２）研究成果報告書、2005年、90頁 

4.『日本中世の歴史3 源平の内乱と公武政権』吉川弘文館、2009年、322頁

5.『源平合戦の虚像を剥ぐ 治承・寿永内乱史研究』講談社（学術文庫改訂版）、2010年、

288頁

6.『赤間神宮叢書28　平清盛と「鹿ケ谷事件」 ―『平家物語』の虚構を読み解く―』源平

シンポジウム委員会、2017年、38頁

7.『院政期武士社会と鎌倉幕府』吉川弘文館、2019年、308頁

8.『源頼朝　すでに朝の大将軍たるなり』ミネルヴァ書房、2021年、410頁

（Ｂ）編著

1.『歴史と古典　平家物語を読む』吉川弘文館、2009年、282頁

2.『新発見！日本の歴史06　鎌倉時代１　源頼朝と武家政権の模索』朝日新聞出版、2013年、

38頁

3.『河内国金剛寺文書に基づく中世地域社会史の研究』令和元年度～令和４年度科学研究

費助成事業（学術研究助成基金助成金）基盤研究（C）研究成果報告書、2023年、180

頁

（Ｃ）共著

1.『岸和田市史 第二巻 古代・中世編』岸和田市、1996年、328︲373・412︲432頁

2.『大阪狭山市史 第二巻 史料編 古代・中世』大阪狭山市役所、2002年、195︲265・696︲

702頁　

3.『高校日本史B』実教出版、2004年、52︲67頁

4.『加西市史 第八巻 史料編2 古代・中世・近世Ⅰ』加西市、2006年、91︲103・105︲107・

152頁

5.『高校日本史B　新訂版』実教出版、2008年、50︲65頁

6.『加西市史 第一巻 本編１ 考古・古代・中世』加西市、2008年、348︲369頁
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7.『伊賀市史 第一巻 通史編 古代 中世』伊賀市、2011年、334︲386頁

8.『高校日本史B』実教出版、2014年、52︲73・96頁

9.『大阪狭山市史 第一巻 本文編 通史』大阪狭山市役所、2014年、131︲146頁 

10.『高校日本史B　新訂版』実教出版、2018年、52︲61・64︲75頁

Ⅱ　学術論文

１．「鎌倉幕府荘郷地頭職の展開に関する一考察」『日本史研究』272号、1985年、₁︲26頁 

２．「荘郷地頭職の展開をめぐる鎌倉幕府と公家政権 ―文治二年十月八日付太政官符の歴

史的位置―」『神戸大学史学年報』創刊号、1986年、₁︲19頁

３．「鎌倉幕府荘郷地頭制の成立とその歴史的性格」『日本史研究』286号、1986年、₁︲23

頁

４．「奥州合戦ノート ―鎌倉幕府成立史上における頼義故実の意義―」樟蔭女子短期大学

『文化研究』３号、1989年、₁︲40頁

５．「河内国金剛寺の寺辺領形成とその政治的諸関係 ―鎌倉幕府成立期の畿内在地寺院を

めぐる寺僧・武士・女院女房―」『ヒストリア』126号、1990年、23︲59頁

６．「治承・寿永の「戦争」と鎌倉幕府」『日本史研究』344号、1991年、60︲90頁、のち『展

望日本歴史９　中世社会の成立』東京堂出版、2001年、175︲200頁、に再録

７．「鎌倉初期の戦争と在地社会」『中世内乱史研究』12号、1992年、₂︲15頁、のち学術文

献刊行会『日本史学年次別論文集 中世1 1992年』朋文出版、1994年、57︲63頁、に再録

８．「後白河院と朝廷」古代学協会編『後白河院　動乱期の天皇』吉川弘文館、1993年、

203︲224頁

９．「兵の道と百姓の習い ―源平合戦にみる―」藤木久志編『朝日百科日本の歴史別冊 

歴史を読みなおす15　城と合戦』朝日新聞社、1993年、34︲42頁

10．「源氏将軍と武士社会」 髙橋昌明・山本幸司責任編集『朝日百科日本の歴史別冊 歴史

を読みなおす８　武士とは何だろうか』朝日新聞社、1994年、58︲72頁

11．「武家の天皇観」『講座前近代の天皇　第四巻　統治権的諸権能と天皇観』青木書店、

1995年、183︲223頁

12．「日本史のなかの源平交替説」『歴史読本』1996年５月号、1996年、20︲26頁

13．「治承・寿永の内乱と地域社会」『歴史学研究』730号、1999年、₂︲13頁

14．「中世武士の武芸と戦闘 ―源平合戦を中心に―」馬の博物館編『鎌倉の武士と馬』名

著出版、1999年、71︲86頁

15．「河内石川源氏の「蜂起」と『平家物語』」東京都立大学人文学部『人文学報』306号、
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2000年、45︲78頁、のち学術文献刊行会『日本史学年次別論文集 中世１　2000年』朋文

出版、2002年、87︲101頁、に再録

16．「治承・寿永の戦争と『平家物語』」『軍記と語り物』36号、2000年、15︲25頁
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学歴

1984年３月　愛知県立大学文学部英文学科卒業

1987年３月　名古屋大学大学院文学研究科博士課程前期課程修了
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2005年４月～ 2006年３月
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学位

文学修士：名古屋大学 (1987年)

博士（英米文学）：名古屋大学（2007年）
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教養部, 1993年10月２日.

５．〝Wordsworthʼs Active Principle.〟 Wordsworth Summer Conference. Grasmere, UK, 7 

August 1995.

６．「〝The Preface to ʟｙｒｉｃａˡ　ʙａˡˡａｄｓ〟 における Hartley 的急進主義」日本英文学会中部地

方支部第48回大会，信州大学人文学部，1996年10月12日.

７．〝David Hartley in ʻThe Preface to ʟｙｒｉｃａˡ　ʙａˡˡａｄｓ.ʼ〟 Wordsworth Summer Conference. 

Grasmere, UK, 13 August 1997.

８．「『ティンターン僧院の詩』における崇高の二形式」イギリス・ロマン派学会第23回全国

大会，麗澤大学，1997年10月12日.

９．「詩的ラディカリズムの軌跡―ワーズワスの1790年代―」名古屋大学英文学会第37回大会，
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名古屋大学文学部，1998年４月25日.

10．〝Wordsworthʼs Vitalist Psychology.〟 Wordsworth Summer Conference. Grasmere, 

UK, 2 August 1999.

11．「観念連合と生命体論―「叙情民謡集序文」の心理学」イギリス・ロマン派学会第25回

全国大会，早稲田大学，1999年９月26日.

12．「観念連合論とその政治的解釈―十八世紀後半の展開」イギリス・ロマン派学会四季談

話会, 中央大学駿河台記念館, 2000年４月15日.

13．「黙示録思想と進化論―ロマン派前期の思想的展開―」日本英文学会中部支部第52回大

会シンポジウム「ロマン派の新世紀―その想像力のエピステーメをめぐって―」愛知

県立大学，2000年10月22日.

14．「ワーズワスの環境意識」日本英文学会中部支部第53回大会，静岡大学，2001年10月20日.

15．「イギリス・ロマン主義における『喜びの原理』」日本英文学会第76会大会，大阪大学，

2004年５月22日.

16．〝The Romantic Fate of Pleasure.〟 Wordsworth Summer Conference. Grasmere, UK, 

August 2004.

17．「ロマン派が読んだミルトン―出版史からみたミルトン受容」イギリス・ロマン派学会

第30回大会シンポジウム「護読／誤読のポリティクス―ロマン主義時代のミルトン」

京都大学，2004年10月16日.

18．〝Horne Tooke on Language.〟 Wordsworth Summer Conference. Grasmere, UK, 

August 2005.

19．「言語理論の政治学―ホーン・トゥックとワーズワス」関西コールリッジ研究会，同志

社女子大学，2007年６月30日.

20．「ロマン派の 〝the grand elementary principle of pleasure〟―ワーズワスの功利主義的

文学論―」名古屋大学英文学会第47回大会, 2008年４月19日.

21．「エラズマス・ダーウィン―世紀末のpolymathと進化論」イギリス・ロマン派学会第34

回全国大会シンポジウム「エラズマス・ダーウィンの系譜とイギリス・ロマン派」四

国大学交流プラザ，2008年10月11日.

22．「ワーズワスと功利主義の詩学」関西コールリッジ研究会、2009年11月21日

23．「詩的テーマとしての「生存競争」―エラズマス・ダーウィンとキーツ」関西コールリッ

ジ研究会，同志社女子大学，2011年６月25日

24．〝Wordsworth and Utilitarians.〟 Wordsworth Summer Conference. Grasmere, UK, 5 

August 2011. Invited lecture.
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25．「自然神学と人口論―マルサスと環境倫理の成立」「シンポジウム 環境感受性とエコポ

エティックス―イギリス・ロマン主義をめぐって―」早稲田大学教育学部，2014年３

月９日.

26．「Wordsworth: Lucy Poems―ルーシーの死をめぐって」イギリス・ロマン派学会 第33

回イギリス・ロマン派講座，早稲田大学教育学部，2014年６月21日. 招待講演.

27．「ワーズワスの『無情』な自然」関西コールリッジ研究会第162回例会，同志社女子大学，

2014年６月28日.

28．「呼応なき「他者」―ワーズワスにおける物質的自然」名古屋大学英文学会第54回大会，

2015年４月18日. 招待講演.

29．「Wordsworthに環境感受性を探る」イギリス・ロマン派学会 第35回イギリス・ロマン

派講座，早稲田大学教育学部，2016年７月２日. 招待講演.

30．「Wordsworthに環境感受性を探る（その２）―切られる木をいたむ」イギリス・ロマ

ン派学会 第36回イギリス・ロマン派講座，日本女子大学，2017年７月１日. 招待講演.

31．「William Wordsworth, ʻSteamboats and Railwaysʼ―『人間の時代』と環境」イギリス・

ロマン派学会 第37回イギリス・ロマン派講座，日本女子大学，2018年６月30日. 招待

講演.

32．「Wordsworth: 〝Ode: Intimations of Immortality〟―オードというメッセージ―」イギ

リス・ロマン派学会 第38回イギリス・ロマン派講座，日本女子大学，2019年７月６日. 

招待講演.

33．〝Wordsworth in the Anthropocene: Nature and Human Practice in Ａ　ɢｕｉｄｅ　 ｔｏ　 ｔʰｅ　

ʟａｋｅｓ.〟 Wordsworth Summer Conference. Grasmere, UK, 12 August 2019. Invited 

lecture.

34．「『自然』から『環境』へ―ワーズワスのエコロジー的展開」日本ソロー学会 2019年度

全国大会，東北文化学園大学，2019年10月４日. 招待講演．

35. Wordsworth in the Anthropocene.〟 関西コールリッジ研究会，同志社大学，2019年11月

２日.

36．「新しい時代、新しい英語教育―阪大カリキュラムのミッション」（株）ALC，大学の

グローバル化 情報交換セミナー Vol. 23 「新しい時代の英語教育を、共に考える。」

ハービスENT会議室，2019年12月１日. 招待講演.

37．「NetAcademy Nextによる大規模オンライン授業―現場からの実践報告―」（株）アル

ク 大学のグローバル化 情報交換セミナー  Vol. 33. オンライン，2021年３月６日．招

待講演．
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38．「Hazlittと「抽象」―ロマン主義の詩学から19世紀視覚芸術へ」イギリス・ロマン派学

会第47回全国大会シンポジウム「詩的言語と視覚表象―18 世紀末から 19 世紀への展

開を読み解く」オンライン，2021年10月16日.

39．小口一郎，三木訓子，岡本清美「3700人のクラスを教える―大規模英語e︲learning授業

の運営と成果」2022年度JACET関西支部大会，2023年３月４日．

40．「『人間の時代』のWordsworth―風景と造園」日本英文学会第94回全国大会，オンライン，

2022年５月22日. 招待研究発表.

41. 小口一郎，岡本清美，三木訓子「3700人を教える―大規模英語e︲learning授業の運営と

成果―」大阪大学 第８回豊中地区研究交流会，2023年12月８日．

受賞

加藤龍太郎賞，名古屋大学加藤龍太郎賞銓衡委員会，1990年

IVY Award，名古屋大学英文学会，1992年

大阪大学共通教育賞，2012年

大阪大学総長顕彰，2014年

大阪大学賞，2020年

学会役員等

名古屋大学英文学会 企画運営委 1999 ～ 2006年

名古屋大学英文学会 編集委員 2000 ～ 2004年

イギリス・ロマン派学会 編集委員 2004 ～ 2012年

イギリス・ロマン派学会 会長補佐室長 2004 ～ 2008年

イギリス・ロマン派学会 理事 2006年～現在

イギリス・ロマン派学会 広報委員2006 ～ 2012年

e︲Learning教育学会 理事 2006 ～ 2024年

e︲Learning教育学会 編集委員・編集委員長 2006 ～ 2024年

イギリス・ロマン派学会 全国大会会場校委員 2010年

イギリス・ロマン派学会 副会長 2013 ～ 2016年

イギリス・ロマン派学会 事務局長 2013 ～ 2016年

イギリス・ロマン派学会 企画運営委員長 2013 ～ 2016年

イギリス・ロマン派学会 広報委員 2013 ～ 2016年

関西コールリッジ研究会 会長 2013 ～ 2017年
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イギリス・ロマン派学会 会長 2106 ～ 2020年

大阪大学言語文化学会 委員長 2018 ～ 2019年

補助金等（代表者・責任者）

１．「英国ロマン主義文学の形成過程における鏡の認識論」文部省 科学研究費補助金 奨励

研究(A) 1991年．

２．「歴史テクストとしての前期英国ロマン主義文学における「独創性」の研究」文部省　

科学研究費補助金 奨励研究(A) 1993 ～ 1994年．

３．「ワーズワース、コールリッジにおけるロマン主義的急進主義思想の研究」文部省 科学

研究費補助金 奨励研究(A) 1996年．

４．「近代の自然科学思想とイギリス・ロマン主義文学」文部省 科学研究費補助金 奨励研

究(A) 1997 ～ 1998年．

５．「十八・十九世紀の自然哲学における有機体論パラダイムとロマン主義想像力理論の研究」

日本学術振興会 科学研究費補助金 奨励研究(A) 1999 ～ 2000年．

６．「近代イングランドにおける理想言語論と政治的急進主義思想の文化史的研究」日本学

術振興会 科学研究費補助金 基盤研究(C) 2002 ～ 2003年．

７．「イギリスを中心とするロマン主義時代の文学、科学、政治における「身体性」の研究」

日本学術振興会 科学研究費補助金 基盤研究(C)  2004 ～ 2006年．

８．「アカデミックリテラシーに資する外国語教育」文部科学省 海外先進教育実践支援プロ

グラム（海外派遣事業） 2005 ～ 2006年．

９．「e︲Learningを利用したESP教育の開発と実践」大阪大学大学教育実践センター 新型授

業開発プロジェクト 2007 ～ 2008年．

10．「実践英語、英語Speaking、英語Reading」大阪大学大学教育実践センター 新型授業開

発プロジェクト―授業支援イニシャティブ 2008 ～ 2009年.

11．「近代イギリス文化における「快」とフィジカリティの研究」日本学術振興会 科学研究

費補助金 基盤研究(C)  2008 ～ 2010年．

12．「実践英語」大阪大学大学教育実践センター 新型授業開発プロジェクト―授業支援イニ

シャティブ 2010 ～ 2011年.

13．「実践英語」大阪大学大学教育実践センター 新型授業開発プロジェクト―授業支援イニ

シャティブ 2011 ～ 2012年.

14．『ロマン主義エコロジーの詩学―環境感受性の芽生えと展開』科学研究費補助金 研究成

果公開促進費 2015年.
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15．「イギリス・ロマン主義におけるテクストと物質的環境の研究」日本学術振興会 学術研

究助成基金助成金 基盤研究(C)  2015 ～ 2017年．

16．「観念連合論の身体・物理的展開―近代文学批評理論の学際的再評価」日本学術振興会 

学術研究助成基金助成金 基盤研究(C)  2019 ～ 2024年．
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坂内（中前）千里教授　略歴・研究業績

学歴

1982年３月　　奈良女子大学文学部国語国文学科中国語中国文学専攻卒業

1982年４月　　京都大学大学院文学研究科博士前期課程中国語学中国文学専攻入学

1984年３月　　同上修了

1984年４月　　京都大学大学院文学研究科博士後期課程中国語学中国文学専攻進学

1984年10月　　同上休学

　1984年９月　北京大学高級進修生（1986年７月まで）

1986年７月　　京都大学大学院文学研究科博士後期課程中国語学中国文学専攻復学

1986年９月　　同上退学

職歴

1986年10月　　京都大学文学部助手

1989年４月　　大阪大学言語文化部講師

1993年10月　　大阪大学言語文化部助教授

2005年４月　　大阪大学大学院言語文化研究科助教授

2007年４月　　大阪大学大学院言語文化研究科准教授

2010年４月　　大阪大学大学院言語文化研究科教授

2022年４月　　大阪大学大学院人文学研究科言語文化学専攻教授

研究業績

著書

　単著

１．経部引用書から見た『説文解字繋傳』注釈考　大阪大学出版会　2014年２月　367頁

　共著

１．尾崎雄二郎編『訓読　説文解字注』絲冊　東海大学出版会　1989年２月

　　　：担当　第五篇上 pp.1︲274　

２．高岡幸一・宮川清司編『ことばは生きている』　人文書院　1991年９月

　　　：担当　「漢字の世界」pp.29︲44
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３．興膳宏編『六朝詩人伝』　大修館書店　2000年11月

　　　：担当　謝混（pp.394︲399）、范雲（pp.516︲533）、顔之推（pp.895︲909）

４．興膳宏編『六朝詩人群像』（あじあブックス037）　大修館書店　2001年12月　

　　　：担当　顔之推pp.194︲199

５．高田時雄編『尾崎雄二郎 中國語音韻史の研究・拾遺』（映日叢書 第２種）　臨川書店　

2015年10月　：校字担当

論文

１．『古今韻会挙要』に引く『説文解字』について　

　　　『漢語史の諸問題』京都大学人文科学研究所　pp.341︲366　1988年３月

２．『説文解字注』に於ける改篆・増篆・刪篆について

　　　『中国語史の資料と方法』京都大学人文科学研究所　pp.291︲350　1994年３月

３．『説文解字繋傳』の特徴についての考察（一）

　　　『言語文化研究』第20号　pp.153︲168　1994年３月

４．『説文解字繋傳』引用書考――『爾雅』の引用を中心として――

　　　『興膳教授退官記念中国文学論集』　pp.485︲500　汲古書院　2000年３月

５．『説文解字繋傳』引『禮』考

　　　『中国文人の思考と表現』　pp.566︲582　汲古書院　2000年７月

６．『説文解字繋傳』引『書』考

　　　東方学会『東方学』第百五輯　pp.63︲76　2003年１月

７．『説文解字繋傳』引『易』考

　　　大阪大学大学院言語文化研究科『言語文化研究』第30号　pp.165︲179　2004年１月

８．『説文解字繋傳』引『論語』考

　　　『中国学の十字路』　pp.434︲446　研文出版　2006年４月

９．『説文解字繋傳』引『詩』考

　　　大阪大学大学院言語文化研究科『言語文化研究』第33号　pp.21︲34　2007年３月

10．『説文解字繋傳』データベースの構築

　　　（平成15年度～平成18年度科学研究費補助金（基盤研究（C））　課題番号15520222

　　　研究成果報告書）（研究概要報告　pp.1︲16　資料篇28頁）2007年３月

11．『説文解字繋傳』データベース化の試み

　　　京都大學21世紀COEプログラム　東アジア世界の人文情報学研究教育拠点

漢字文化の全き継承と発展のために『人文情報学シンポジウム　―キャラクター・
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データベース・共同行為―　報告書』　pp.41︲54　2007年12月

12．『説文解字繋傳』引『春秋』考

　　　大阪大学大学院言語文化研究科『言語文化研究』第34号　pp.1︲17　2008年３月

13．『説文解字繋傳』引『字書』考

　　　大阪大学大学院言語文化研究科『言語文化研究』第35号　pp.37︲54　2009年３月

14．「書傳」考―南唐徐鍇の用法をめぐって―

　　　大阪大学大学院言語文化研究科『言語文化研究』第36号　pp.65︲84　2010年３月

15．「俗」考―南唐徐鍇の用法をめぐって―

　　　大阪大学大学院言語文化研究科『言語文化研究』第37号　pp.57︲75　2011年３月

16．『説文解字繋傳』「通論篇」引用書考　

　　　『高田時雄教授退職記念 東方學研究論集』pp.131︲142　臨川書店　2014年６月

17．『説文解字繋傳』「疑義篇」考（一）

大阪大学大学院言語文化研究科『言語文化研究』第41号　pp.109︲130　2015年３月

18．『説文解字繋傳』「通釋篇」所収の親字について―「疑義篇」考（二）―

大阪大学大学院言語文化研究科『言語文化研究』第42号　pp.107︲126　2016年３月

19．『説文解字繋傳』「疑義篇」考（三）―「通釋篇」中の偏旁について―

大阪大学大学院言語文化研究科『言語文化研究』第43号　pp.51︲75　2017年３月

20．『説文解字繋傳』「部敍篇」考

大阪大学大学院言語文化研究科『言語文化研究』第45号　pp.81︲101　2019年３月

21．『説文解字繋傳』「類聚篇」考

大阪大学大学院言語文化研究科『言語文化研究』第46号　pp.7︲24　2020年３月

22．『説文解字繋傳』「通論篇」考（一）

大阪大学大学院言語文化研究科『言語文化研究』第47号　pp.45︲65　2021年３月

23．『説文解字繋傳』中の会意・形声について

大阪大学大学院言語文化研究科『言語文化研究』第48号　pp.77︲91　2022年３月

24．『説文解字繫傳』「通論篇」考（二）

大阪大学大学院言語文化研究科『言語文化研究』第49号　pp.51︲69　2023年３月

25．『説文解字繫傳』に於ける指事について

『大阪大学大学院人文学研究科紀要』第１巻　pp.77︲98　2024年３月

その他

１．呉大澂『字説』訳注（三）（共著）　『均社論叢』12号　pp.59︲64　1982年11月
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２．呉大澂『字説』訳注（四）（共著）　『均社論叢』13号　pp.70︲77　1983年５月

３．呉大澂『字説』訳注（五）（共著）　『均社論叢』14号　pp.52︲60　1983年11月

４．『特集　中国の古典辞書』（共著）『方言』（pp.20︲25）担当

　　　　大修館書店『月刊しにか』第７巻第３号　1996年３月

学会報告

１．日本対段学的研究

『訓詁通訊―紀念段玉裁誕生二百五十周年専輯』８号　1985年11月

２．段玉裁誕生二百五十周年記念大会簡報

『均社論叢』16号　pp.85︲92　1989年９月

口頭発表

１．『説文解字繋傳』データベースの構築

京都大學21世紀COE 東アジア世界の人文情報學研究教育據點

サマーセミナー 2006（講師）　於：京都大学　2006年９月15日

２．『説文解字繋傳』データベース化の試み

京都大學21世紀COE 東アジア世界の人文情報學研究教育據點

人文情報学シンポジウム　於：京都市国際交流会館　2007年３月３日

辞書・事典項目執筆

１．『漢字百科大辞典』　「説文解字」「玉篇」等５項目担当　

明治書院　1996年１月

２．『日・中・英言語文化事典』　「いす」「うつくしい」等37項目中国語部分担当

マクミラン　ランゲージハウス　2000年５月　　　　　　　　他
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瀧田恵巳　履歴・業績
【履歴】

昭和59（1984）年３月　　福岡県立八幡南高等学校卒業

昭和60（1985）年４月　　九州大学文学部入学

平成元（1989）年３月　　九州大学文学部文学科卒業

平成元（1989）年４月　　同大学大学院文学研究科修士課程入学

平成３（1991）年３月　　同修了

平成３（1991）年４月　　同大学大学院文学研究科博士後期課程進学

平成６（1994）年３月　　同単位修得退学 

平成６（1994）年４月　　大阪大学言語文化部講師着任

平成11（1997）年１月　　大阪大学言語文化部助教授着任

平成17（2005）年４月　　大阪大学大学院言語文化研究科助教授に配置換え

平成19（2007）年４月　　大阪大学大学院言語文化研究科准教授に職名変更

令和元（2019）年４月　　大阪大学大学院言語文化研究科教授着任

令和４（2022）年４月　　大阪大学大学院人文学研究科教授に配置換え

【主な業績】

１．「hinとherの非対称性について」『九州ドイツ文学』第５号，1991年12月，pp.129︲150. 

九州大学独文学会

２．「言語における指示詞の意味について（上）」『言語文化研究』第25号，1999年３月，

pp.331︲346. 大阪大学言語文化部・大学院言語文化研究科

３．「言語における指示詞の意味について（下）」『言語文化研究』第27号，2001年２月，

pp.415︲433. 大阪大学言語文化部・大学院言語文化研究科

４．„Herauf und hinauf〝 『言語文化共同研究プロジェクト2000・言語における指示をめぐっ

て』，2001年３月，pp.37︲52. 大阪大学言語文化部・大学院言語文化研究科

５．「ダイクシス体系におけるドイツ語指示詞の位置づけと分類について－Diewald(1991)に

よるherとhin及びその二重不変化詞の分類を例に－」『言語文化共同研究プロジェクト

2004・言語における時空をめぐってⅢ』，2005年５月，pp.21︲30. 大阪大学言語文化部・

大学院言語文化研究科

６．「時間概念の空間的特徴による下位範疇構築の試み」『言語文化共同研究プロジェクト

2006・言語における時空をめぐってⅤ』，2007年５月，pp.21︲30. 大阪大学言語文化部・



357

大学院言語文化研究科

７．「入る方向表現による非空間的意味と内外関係について　－現代ドイツ語herein/hinein

の分析と試論－」『言語文化研究』第34号，2008年３月，pp.19︲39.  大阪大学言語文化部・

大学院言語文化研究科

８．「コア図式による意味記述の一試論　－herとhinの空間的用法に関して－」『言語文化共

同研究プロジェクト2007・言語における時空をめぐってⅥ』，2008年５月，pp.21︲30. 大

阪大学言語文化部・大学院言語文化研究科

９．「ダイクシス的方向とOrigo ―想定上のダイクシスにおけるher︲とhin︲の空間的用法に

関する一分析―」『言語文化研究』第35号，2009年３月，pp.73︲94. 大阪大学言語文化部・

大学院言語文化研究科

10．「照応の定義を巡って」『言語文化共同研究プロジェクト2008・言語における時空をめぐっ

てⅦ』，2009年５月，pp.31︲40. 大阪大学言語文化部・大学院言語文化研究科

11．「ダイクシス過程における「距離」とOrigoとの関係について」『言語文化研究』第39号，

2013年３月，pp.53︲74. 大阪大学言語文化部・大学院言語文化研究科

12．「Brugmannによる四つのダイクシスを巡って」『言語文化共同研究プロジェクト2012・

時空と認知の言語学Ⅱ』，2013年５月，pp.29︲38. 大阪大学言語文化部・大学院言語文化

研究科

13．「ダイクシスから見た物語構造」『言語文化研究』第40号，2014年３月，pp.83︲104. 大阪

大学言語文化部・大学院言語文化研究科

14．「人称と言語オルガノン・モデル」『言語文化研究』第43号，2017年３月，pp.97︲118. 大

阪大学言語文化部・大学院言語文化研究科

15．「コソアの意味記述と人称 「一人称」と「二人称」は「三人称」か？」『言語文化共同研

究プロジェクト2016・ 時空と認知の言語学Ⅵ』，2017年５月，pp.21︲30. 大阪大学言語文

化部・大学院言語文化研究科

16．「二つのOrigoと視点」『言語文化研究』第44号，2018年３月，pp.69︲88. 大阪大学言語文

化部・大学院言語文化研究科

17．「『デュランデ城』におけるダイクシス（その１）－版によって her︲と hin︲が入れ替わ

る事例を中心に－」『言語文化共同研究プロジェクト2022・ 時空と認知の言語学Ⅻ』 

2023年５月，pp.30︲39. 大阪大学大学院人文学研究科

（受賞）

平成20（2008）年　大阪大学共通教育賞
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田野村忠温教授　履歴・研究業績

学歴

1977年４月　京都大学理学部入学

1980年４月　京都大学文学部に転学部（言語学専攻）

1982年３月　京都大学文学部卒業

1982年４月　京都大学大学院文学研究科修士課程入学（言語学専攻）

1984年３月　京都大学大学院文学研究科修士課程修了

1984年４月　京都大学大学院文学研究科博士後期課程入学（言語学専攻）

1987年３月　京都大学大学院文学研究科博士後期課程学修退学

職歴

（常勤職）

1988年４月　奈良大学文学部専任講師

1991年４月　大阪外国語大学外国語学部専任講師

1993年１月　大阪外国語大学外国語学部助教授

2005年３月　大阪外国語大学外国語学部教授

2007年４月　大阪外国語大学外国語学部国際文化学科長

2007年10月　大阪大学大学院文学研究科教授（大学の統合に伴う所属変更）

2022年４月　大阪大学大学院人文学研究科教授（大学院の統合に伴う所属変更）

（非常勤講師）

愛知教育大学、愛媛大学法文学部、大阪大学文学部・大学院文学研究科、京都大学文学部・

大学院文学研究科、近畿大学、神戸市外国語大学、四天王寺国際仏教大学・同短期大学部、

東京外国語大学、同志社女子大学短期大学部、同志社大学文化情報学部、武庫川女子大学・

同短期大学部、龍谷大学

北京日本学研究センター派遣専家（2002年₉ ～ 10月、2003年₂ ～ ₇月、2009年₃ ～ ₄月）

（研究員）

関西大学東西学術研究所委嘱研究員、国立国語研究所共同研究プロジェクト共同研究者、

東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所共同研究員

（各種委員）

国立国語研究所外部評価委員会委員、日本学術振興会科学研究費委員会専門委員、日本学
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術振興会国際事業委員会書面審査員、日本学術振興会卓越研究員候補者選考委員会書面審

査員、日本学術振興会特別研究員等審査会専門委員、文部科学省科学技術・学術審議会専

門委員、文部科学省新学術領域研究（研究課題提案型）書面審査委員

著書

（₁）『現代日本語の文法Ⅰ─「のだ」の意味と用法─』（和泉書院、1990年₁月）

（₂）『Perlプログラミング─テキストデータ処理の基礎─』（大阪外国語大学学術研究双書31、

大阪外国語大学、2003年₃月）

（₃）田野村忠温・服部匡・杉本武・石井正彦『コーパス日本語学ガイドブック』（文部科学

省科学研究費補助金特定領域研究「日本語コーパス」日本語学班、2007年₉月）

（₄）田野村忠温・服部匡・杉本武・石井正彦『コーパス日本語学の新展開』（文部科学省科

学研究費補助金特定領域研究「日本語コーパス」日本語学班、2010年10月）

（₅）『Rubyによるテキストデータ処理』（荻野綱男・田野村忠温編『講座ITと日本語研究４』、

単独執筆、明治書院、2012年₄月）

（₆）内田慶市・田野村忠温編著『『華英通語』四種─解題と影印─』（関西大学出版部、2020

年₃月）

（₇）『英語東漸とその周辺』（和泉書院、2023年₆月）

（₈）『近代日中新語の諸相』（和泉書院、2023年₇月）

論文

（₁）ʻOn the ambiguity of contradictory expressionsʼ（『言語学研究』第₃号、₁ ～ 22頁、京

都大学言語学研究会、1984年12月）

（₂）ʻOn the ambiguity of tautological expressionsʼ（Ｐｒｏｃｅｅｄｉｎɡｓ　ｏｆ　 ｔʰｅ　ɴｉｎｔʰ　Ａｎｎｕａˡ　

Ｍｅｅｔｉｎɡ　ｏｆ　ｔʰｅ　Ｋａｎｓａｉ　ʟｉｎɡｕｉｓｔｉｃ　Ｓｏｃｉｅｔｙ, pp. 37︲45, 1985）

（₃）「命題指定の『の』の用法と機能─諸説の検討─」（『言語学研究』第₅号、85 ～ 120頁、

京都大学言語学研究会、1986年12月）

（₄）「否定疑問文小考」（『国語学』第152集、16 ～ 30頁、1988年₃月）

（₅）「『部屋を掃除する』と『部屋の掃除をする』」（『日本語学』第₇巻第11号、70 ～ 80頁、

1988年11月）

（₆）「不適条件表現に関する覚書─現代日本語の二種の文法現象をめぐって─」（『奈良大学

紀要』第17号、164 ～ 176頁、1989年₃月）

（₇）「現代日本語の数詞と助数詞─形態の整理と実態調査─」（『奈良大学紀要』第18号、194
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～ 216頁、1990年₃月）

（₈）「文における判断をめぐって」（崎山理・佐藤昭裕編『アジアの諸言語と一般言語学』、

785 ～ 795頁、三省堂、1990年₉月）

（₉）「疑問文における肯定と否定」（『国語学』第164集、₁ ～ 14頁、1991年₃月）

（10）「『も』の一用法についての覚書─『君もしつこいな』という言い方の位置付け─」（『日

本語学』第10巻第₉号、80 ～ 86頁、1991年₉月）

（11）「『らしい』と『ようだ』の意味の相違について」（『言語学研究』第10号、62 ～ 78頁、

京都大学言語学研究会、1991年12月）

（12）「『～だか』という言い方」（『大阪外国語大学論集』第₆号、123 ～ 133頁、1991年12月）

（13）「現代語における予想の『そうだ』の意味について─『ようだ』との対比を含めて─」（国

語語彙史研究会編『国語語彙史の研究 十二』、₁ ～ 20頁、和泉書院、1992年₇月）

（14）「〈研究手帳〉『さんがい（三階）』と『よんかい（四階）』」（『いずみ通信』no. 16、10

～ 11頁、1992年₈月）

（15）「コンピュータによる連番の付け直し─言語学文書作成支援システム─」（『大阪外国語

大学論集』第₇号、69 ～ 78頁、1992年₉月）

（16）「〔特集 「の」の言語学〕『のだ』の機能」（『日本語学』第12巻第11号、34 ～ 42頁、

1993年10月）

（17）「終助詞の文法─江戸語資料に見る終助詞の体系性─」（『日本語学』第13巻第₄号、94

～ 112頁、1994年₄月）

（18）「丁寧体の述語否定形の選択に関する計量的調査─『～ません』と『～ないです』─」（『大

阪外国語大学論集』第11号、51 ～ 66頁、1994年₈月）［徐一平・曹大峰主編『中日対訳語

料庫的研製与応用研究論文集』（北京：外語教学与研究出版社、2002年₉月）に再録］

（19）「〔特集 日本語研究と日本語情報処理〕日本語研究の限界」（『日本語学』第14巻第₄号、

80 ～ 88頁、1995年₄月）

（20）「意味」（『日本語学』第14巻第₈号、1995年₇月臨時増刊号『パソコンを使う日本語研究』、

53 ～ 62頁、1995年₇月）

（21）「〔特集 メタ言語〕メタ言語とは何か」（『日本語学』第15巻第11号、11 ～ 18頁、1996

年10月）

（22）「〔特集 高校国語「現代語」を見直す〕各社『現代語』教科書を比較・点検する」（『日

本語学』第16巻第₅号、22 ～ 33頁、1997年₅月）

（23）「各社『現代語』教科書を比較・点検する（続）」（『日本語学』第16巻第₇号、68 ～ 74頁、

1997年₆月）
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（24）「〈短信〉日本語の話者数順位について─日本語は世界第六位の言語か？─」（『国語学』

第189集、37 ～ 41頁、1997年₆月）

（25）「外来語アクセントにおける原語の発音の関与について─４モーラ以下の語を中心に─」

（『日本語科学』第₅号、67 ～ 87頁、1999年₄月）

（26）「意味分析と電子資料─副詞『よほど』の分析を例に─」（山田進・菊地康人・籾山洋

介編『日本語 意味と文法の風景─国広哲弥教授古稀記念論文集─』､ 211 ～ 224頁、ひつ

じ書房、2000年₂月）

（27）「用例に基づく日本語研究─コーパス言語学─」（『日本語学』第19巻第₅号、2000年₄月

臨時増刊号『新・文法用語入門』、192 ～ 201頁、2000年₄月）

（28）「〔特集 「用例」を探す〕電子メディアで用例を探す─インターネットの場合─」（『日

本語学』第19巻第₆号、25 ～ 34頁、2000年₅月）

（29）「サ変動詞の活用のゆれについて─電子資料に基づく分析─」（『日本語科学』第₉号、₉

～ 31頁、2001年₄月）［中国日語教学研究会編『複合型高級外語人材的培養』（大連：大

連理工大学出版社、2000年11月）に主要部分を再録］

（30）「辞と複合辞」（玉村文郎編『日本語学と言語学』、49 ～ 60頁、明治書院、2002年₁月）

（31）「形容動詞連体形における『な／の』選択の一要因─『有名な』と『無名の』─」（『計

量国語学』第23巻第₄号、207 ～ 213頁、2002年₃月）

（32）「コーパスによる文法の研究」（『日本語学』第22巻第₅号、2003年₄月臨時増刊号『コー

パス言語学』、174 ～ 186頁、2003年₄月）

（33）「〔特集 日本語の輸出〕中国の日本語」（『日本語学』第22巻第12号、₆ ～ 15頁、2003年

11月）

（34）「コーパス言語学の可能性と限界」（『日本学研究』第13期、32 ～ 47頁、北京日本学研

究中心、2003年12月）

（35）「現代語のモダリティ」（尾上圭介編『朝倉日本語講座６ 文法II』、215 ～ 234頁、朝倉

書店、2004年₆月）

（36）「〔特集 〈周辺〉〈例外〉の魅力─そこから見えてくるもの─〕周辺性・例外性と言語資

料の性格─その相関の考察─」（『日本語文法』第₄巻第₂号、24 ～ 37頁、2004年₉月）

（37）「コピュラ再考」（藤田保幸・山崎誠編『複合辞研究の現在』、249 ～ 270頁、和泉書院、

2006年11月）

（38）丸山岳彦・田野村忠温「〔特集 コーパス日本語学の射程〕コーパス日本語学の射程」（特

集巻頭論文）（『日本語科学』第22号、₅ ～ 11頁、2007年10月）
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第₁号、193 ～ 198頁、2017年₉月）

（14）「正規表現」（日本語学会編『日本語学大辞典』、560頁、東京堂出版、2018年10月）

日本語教科書

（₁）玉村文郎編『大学・大学院総合日本語 櫻～さくら～』（凡人社、2002年₆月）［「21課 構

文解析」を担当］

（₂）李思純・斉藤里見編『新日本語２』（華中科技大学出版社、2014年₉月）［読解文の執筆

を担当］

編集

（₁）荻野綱男・田野村忠温編『講座ITと日本語研究１ コンピュータ利用の基礎知識』（明治

書院、2011年₄月）

（₂）荻野綱男・田野村忠温編『講座ITと日本語研究２ アプリケーションソフトの基礎』（明

治書院、2011年₅月）

（₃）荻野綱男・田野村忠温編『講座ITと日本語研究３ アプリケーションソフトの応用』（明

治書院、2011年10月）

（₄）荻野綱男・田野村忠温編『講座ITと日本語研究４ Rubyによるテキストデータ処理』（明
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治書院、2012年₄月）

（₅）荻野綱男・田野村忠温編『講座ITと日本語研究５ コーパスの作成と活用』（明治書院、

2011年₆月）

（₆）荻野綱男・田野村忠温編『講座ITと日本語研究６ コーパスとしてのウェブ』（明治書院、

2011年₇月）

（₇）荻野綱男・田野村忠温編『講座ITと日本語研究７ ウェブによる情報収集』（明治書院、

2011年₄月）

（₈）荻野綱男・田野村忠温編『講座ITと日本語研究８ 質問調査法と統計処理』（明治書院、

2012年₆月）

（₉）田野村忠温編『講座日本語コーパス６ コーパスと日本語学』（朝倉書店、2014年12月）

（10）服部匡『服部匡日本語論考選集』（和泉書院、2021年₇月）

翻訳

（₁）Ｒ・グリシュマン著、山梨正明・田野村忠温訳『計算言語学─コンピュータの自然言語

理解─』（サイエンス社、1989年₂月）［Ralph Grishman Ｃｏⅿｐｕｔａｔｉｏｎａˡ　ʟｉｎɡｕｉｓｔｉｃｓ：　Ａｎ　

ɪｎｔｒｏｄｕｃｔｉｏｎ (Cambridge: Cambridge University Press, 1986)の翻訳］

講演・研究発表（大阪大学在職期間における主要なもののみ）

（₁）「電子資料と日本語研究」（講演）（浙江工業大学、2008年₃月21日）

（₂）「電子資料と日本語研究」（講演）（蘇州大学、2008年₃月24日）

（₃）「電子資料と日本語研究」（講演）（中国人民解放軍外国語学院、2008年₃月28日）

（₄）「文法の中核と周辺─コーパスが観察可能にする文法の一面─」（特定領域研究「日本語

コーパス」公開ワークショップ、国立国語研究所、2009年₃月15日）

（₅）「コーパスと日本語研究─最近（過去３年）の動向─」（講演）（北京日本学研究センター

日本学総合講座、2009年₄月₉日）

（₆）「電子資料と日本語研究─昨今の動向と事例研究─」（京都大学言語学懇話会例会、京大

会館、2009年₇月11日）

（₇）「電子資料と日本語研究─昨今の動向と事例研究─」（講演）（東京外国語大学グローバル

COEプログラム「コーパスに基づく言語学教育研究拠点」講演会、2009年₈月₆日）

（₈） ʻRetrieving collocational information from Japanese corpora: An attempt towards the 

creation of a dictionary of collocationsʼ（Qualico 2009 (Quantitative Linguistics Conference), 

Karl︲Franzens︲Universität Graz（オーストリア）, 2009年₉月18日）
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（₉）「電子資料と日本語研究─昨今の動向と事例研究─」（阪大日本語学同窓会総会 阪大日

本語学研究会、2009年₉月26日）

（₁₀）ʻA corpus︲based analysis of some time︲related aspects of contemporary Japaneseʼ

（CLAVIER 09 (Corpus Linguistics and Language Variation in English Research), Università degli 

Studi di Modena e Reggio Emilia（イタリア）, 2009年11月₅日）

（11）「コーパスからのコロケーション情報の抽出・続─辞書記述への応用の可能性を前提と

した考察─」（国立国語研究所共同研究プロジェクト「コーパス日本語学の創成」研究発

表会、2010年₂月₁日）

（12）「日本語コーパスとコロケーション─辞書記述への応用の可能性─」（講演）（北京日本

学研究センター、2010年₃月26日）

（13）ʻThe concept of 〝circumcollocate〟 and its significance for lexicographyʼ（CILC︲10 

(Congreso Internacional de Lingüística de Corpus), Universidade da Coruña（スペイン）, 2010年₅

月14日）

（14）「電子資料と日本語研究─動向と展望─」（韓日コーパス言語学ワークショップ、高麗

大学校、2010年10月10日）

（15）「コーパスと日本語文法研究」（北京日本学研究センター創立25周年記念国際シンポジ

ウム言語分科会パネルディスカッション「コーパスと日本語学及び日本語教育学」、2010

年10月17日）

（16）「Webコーパスとコロケーション」（日本語学会秋季大会ワークショップ「コーパス日

本語学の新展開─コーパスと方法論の多様化─」、愛知大学、2010年10月23日）

（17）「コーパスと日本語研究─動向と展望─」（コーパス日本語学セミナー、国立台湾大学、

2010年12月₄日）

（18）「電子資料と日本語研究─動向と展望─」（講演）（名古屋大学大学院国際開発研究科、

2010年12月14日）

（19）「コーパスと日本語研究─動向と展望─」（講演）（香港中文大学、2011年₂月25日）

（20）「日本語研究とインターネット」（特定領域研究「日本語コーパス」公開ワークショップ、

国立国語研究所、2011年３月16日）

（21）「日本語コーパス─その現状と応用の可能性─」（講演）（シンガポール日本人会、2011

年₃月26日）

（22）「大規模コーパスとしてのインターネット」（ポスター発表）（『現代日本語書き言葉均衡コー

パス』公開記念講演会、国立国語研究所、2011年₈月₂ ～ ₃日）

（23）「日本語研究とインターネット」（世界日本語教育研究大会、天津外国語大学、2011年₈
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月21日）

（24）「コーパスをめぐる２、３の報告」（国立国語研究所共同研究プロジェクト「コーパス

日本語学の創成」研究発表会、2011年₉月₃日）

（25）「コーパス日本語研究の最新動向」（講演）（元智大学（台湾）、2011年₉月11日）

（26）ʻCorpus linguistics: The state of the art and applicationsʼ（講演）（国立成功大学（台湾）、

2011年₉月13日）

（27）「コーパス日本語研究の知識と方法」（講演）（元智大学（台湾）、2011年₉月13日）

（28）ʻConstructing a huge Web corpus: Its methods and problemsʼ（講演）（元智大学（台湾）、

2011年₉月15日）

（29）「日本語のコロケーション研究─概念と課題─」（中部日本・日本語学研究会、岐阜聖

徳学園大学、2011年11月₅日）

（30）ʻOn 〝recursive collocation〟: Collocation containing collocation as a subpartʼ（SdP︲11 

(Simposio internacional: Sociología de las palabras), Universidad de Murcia（スペイン）, 2011年12

月₂日）

（31）「『少納言』『中納言』検索結果活用ツール」（コーパス日本語学ワークショップ、国立

国語研究所、2012年₃月₅日）

（32）「日本語の改善─その根拠の妥当性と実現可能性─」（講演）（日本学術会議言語・文学

委員会科学と日本語分科会、2012年₃月19日）

（33）「日本語研究とコーパス─その方法と可能性─」「日本語研究の基礎─資料と方法─」（講

演）（華中科技大学、2012年₃月22 ～ 23日）

（34）「BCCWJに含まれるウェブデータの特性について─データ重複の諸相とBCCWJ使用上

の注意点─」（コーパス日本語学ワークショップ、国立国語研究所、2012年₉月₇日）

（35）「日本語コーパスと複文の研究─BCCWJの特性と利用の方法─」（講演）（「複文構文の

意味の研究」公開シンポジウム、国立国語研究所、2012年12月15日）

（36）「コーパスの種類と特徴」「BCCWJの資料的特性と利用上の注意点」「BCCWJの有効利

用の方法」（講演）（元智大学（台湾）、2013年₅月11 ～ 12日）

（37）「日本語研究とコーパス─コーパスの概念と利用の基礎─」「『現代日本語書き言葉均衡

コーパス』─その概要、用法、使用上の注意─」「日本語のコロケーション─概念の考察

とコーパスに基づく分析─」（講演）（華中科技大学、2013年₉月13日）

（38）「日本語コーパスの現在─BCCWJの資料的特性を中心に─」（講演）（中南地域日本語教

育研究シンポジウム、湖南大学、2013年10月₆日）

（39）「近代日中両語における語彙交流の一面」（講演）（〝跨文化交際与区域経済発展〟国際研



371

討会暨貴州日語教学研究会年会、貴州財経大学、2014年₇月₅日）

（40）「意訳地名『牛津』『剣橋』の発生と消長」（漢字文化圏近代語研究会国際シンポジウム

「東アジアにおける漢字漢語の創出と共有」、早稲田大学、2015年₃月21日）

（41）「意訳地名〝牛津〟、〝剣橋〟的産生和興衰─近代中日語言中詞匯交流的一面」（講演）（武

漢大学史学博士論壇〝新史料与新史学〟、武漢大学、2015年₇月₉日）

（42）「『科学』の語史」（関西大学東西学術研究所研究例会（言語交渉研究班）、2016年₁月23

日）

（43）「日中語彙交流の過去と現在」「日本語コーパスの現在」（講演）（中国海洋大学、2016年

₃月22 ～ 23日）

（44）「『科学』の起源─中国起源説の検証─」（漢字文化圏近代語研究会国際シンポジウム「東

アジア言語接触の研究」、東華大学（中国）、2016年₃月26日）

（45）「真珠湾の日中両語における名称について」（東アジア文化交渉学会国際学術大会、関

西大学、2016年₅月₈日）

（46）「近現代語『可能』の成立─諸説の検討と新仮説─」（漢字文化圏近代語研究会国際シ

ンポジウム「近代における翻訳と文体」、延世大学校（韓国）、2017年₃月25日）

（47）「言語名『英語』の確立」（東アジア文化交渉学会国際学術大会、北京外国語大学、

2017年₅月13日）

（48）「新出資料『華英通語』道光本と中国初期英語教材の系譜」（関西大学東西学術研究所

研究例会（言語交渉研究班）「『華英通語』をめぐって─清末英語事始」、2017年₆月16日）

（49）ʻEtymology and history of the translated English place names 牛津 and 剣橋ʼ（代読に

よる発表）（The ʻTranslation and Transformation: The Formation of New Concepts in 

Britain and East Asiaʼ workshop, The University of Oxford China Centre, 2017年₉月₆

日）

（50）「言語の研究とコンピュータ、インターネット」（講演）（関西大学大学院外国語教育学

研究科院生学術フォーラム、2017年12月₂日）

（51）「日本最初期英語研究書の依拠資料と編集─『諳厄利亜言語和解』『諳厄利亜興学小筌』

『諳厄利亜語林大成』─」（関西大学東西学術研究所研究例会（言語交渉研究班）、2017年

12月₈日）

（52）「デジタル技術が拓く言語研究の新境地」（講演）（韓国日本学会国際学術大会、淑明女

子大学校（韓国）、2018年₂月10日）

（53）「『華英通語』道光本とその作者、成立背景」（漢字文化圏近代語研究会国際シンポジウ

ム「語彙史から概念史へ」、南京大学、2018年₃月25日）
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（54）「中国初期英語学習書における英語発音の漢字表記─英語の流音の知覚と表記─」（東

アジア文化交渉学会国際学術大会、香港城市大学、2018年₅月13日）

（55）「指称漢語的諸名称─它們的歴史与用法差異」（講演）（数位化時代下的漢語全球教育史

国際学術研討会暨世界漢語教育史研究学会年会、関西大学、2018年10月21日）

（56）「デジタル情報と言語の研究」（講演）（関西大学３研究所合同シンポジウム「デジタル

時代の人文・社会科学」、2018年11月10日）

（57）「《華英通語》道光本─首部由中国人編写的正統英語学習書」（〝語言互動史研究─近代

東西語言接触研究学術会議2018〟、北京外国語大学、2018年12月22日）

（58）「言語研究に対する電子資料の新たな衝撃─コーパスの先にあるもの─」（講演）（中南

地区日語教学研究学術研討会、湖南大学、2019年₃月17日）

（59）「中国語における日本語の呼称の変遷」（漢字文化圏近代語研究会国際シンポジウム、

北京外国語大学、2019年₃月23日）

（60）「日本語の呼称の歴史」（講演）（日本近代語研究会春季発表大会、関西大学、2019年₅月

17日）

（61）「日中言語交流の過去と現在」（講演）（湖北第二師範学院、2019年₅月30日）

（62）「近代日中語彙交流の研究と言語資料アーカイブ」（講演）（華中科技大学、2019年₅月31

日）

（63）「中日両国語言中的徳国国名的歴史─附論〝額哷馬尼雅〟」（〝四百年来東西方語言之互

動─近代東西語言接触研究学術会議2019〟、北京外国語大学、2019年11月₉日）

（64）「『𠸄咭唎国訳語』の編纂過程」（関西大学東西学術研究所研究例会（言語交渉研究班）「言

語接触研究の諸相」、2020年₁月24日）

（65）「コーヒーを表す中国語名称の変遷─音訳語研究の新視点─」（関西大学東西学術研究

所研究例会（言語交渉研究班）、2020年₇月17日）

（66）「『啤酒』の謎の解─この不可解な名称の成立過程─」（関西大学東西学術研究所研究例

会（言語交渉研究班）・国際シンポジウム「文化交渉と言語接触」、2021年₂月19日）

（67）「『化石』の語史─漢語複合名詞の形成と再分析─」（オンライン発表）（東アジア文化交

渉学会国際学術大会、二松学舎大学、2021年₅月₉日）

（68）「咖喱的中文名称小史」（オンライン発表）（〝近代以来的西餐、洋飯書与大餐館〟工作坊、

復旦大学、2021年11月19日）

（69）「意訳と音訳─概念の再考と歴史─」（関西大学東西学術研究所研究例会（言語交渉研

究班）「荒川清秀氏追悼 近代言語接触研究シンポジウム」、2022年₃月13日）

（70）「『接種』の語史─種痘関連用語の生成と消長─」（オンライン発表）（東アジア文化交渉
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学会国際学術大会、啓明大学校（韓国）、2022年₅月₈日）

（71）「『海録』諸版とその系譜」（関西大学東西学術研究所研究例会（言語交渉研究班）、

2022年10月28日）

（72）「『海国図志』版問題新論」（関西大学東西学術研究所研究例会（言語交渉研究班）、

2022年12月17日）

（73）「『電視』の由来─翻訳新語研究の盲点─」（オンライン発表）（関西大学アジア・オープン・

リサーチセンター研究集会「言語研究とデジタルヒューマニティーズ」、2023年₃月10日）

（74）「『海国図志』版問題続考」（オンライン発表）（東アジア文化交渉学会国際学術大会、南

開大学（中国）、2023年₅月₆日）

（75）「《海国図志》版本問題新論」（〝事件・詞語・図像─中日近代交渉史学術報告会〟、復旦

大学、2023年₇月29日）

（76）「日中両語の相互影響と近現代語彙の形成」（講演）（元智大学（台湾）、2023年11月₆日）

（77）「幕末英語学習書４点の依拠資料と著作者─『英米対話捷径』『和英商賈対話集』『商用

通語』『ゑんぎりしことば』─」（関西大学東西学術研究所研究例会（言語交渉研究班）「外

国語学習の歴史と諸問題」、2023年12月₈日）

（78）「舶来飲食名称的形成与漢語方言之間的相互影響─以〝啤酒〟一詞為中心」（〝東西味融：

近代以来西餐在中国的演変、製作芸術与礼儀生活〟学術研討会、復旦大学、2023年12月

26日）

（79）ʻTranslation of Western languages and Sino︲Japanese linguistic interactionsʼ（講演）

（Nanyang Technological University（シンガポール）, 2024年₂月₆日）

（80）「漫談 我が研究の遍歴」（最終講義、大阪大学、2024年₂月14日）

（81）「西学東漸と日中近現代語彙の形成─課題の発見と考察─」（講演）（北京大学、2024年₃

月12日）

（82）「『卡車』の語史─その起源と展開─」（〝漢字文化圏的近代新詞語：材料、概念与翻訳〟

国際学術研討会、鄭州大学、2024年₃月16日）



374

米田信子　履歴・研究業績
【略歴】

1979.3　岡山県立岡山大安寺高等学校卒業

1979.4　松蔭女子学院大学文学部英米文学科入学

1983.3　同卒業

1993.4　神戸市外国語大学大学院外国語学研究科修士課程入学

1995.3　同修了

1995.4　東京外国語大学大学院地域文化研究科博士後期課程入学

2000.3　同修了

2001.4　大阪女学院短期大学英語科　特任講師着任

2002.4　大阪女学院短期大学英語科　准教授着任

2004.4　大阪女学院大学国際・英語学部　准教授着任

2008.4　大阪女学院大学国際・英語学部　教授着任

2008.10 大阪大学世界言語研究センター　准教授着任

2010.4　大阪大学世界言語研究センター　教授着任

2012.4　大阪大学大学院言語文化研究科　教授着任

2022.4　大阪大学大学院人文学研究科　教授着任

【学位】

1983.3．文学士（松蔭女子学院大学）

1995.3．国際関係学修士（神戸市外国語大学）

2000.3．博士（学術）（東京外国語大学）

【主な研究業績】

著書

１．2022.『アフリカ諸地域 ～ 20世紀』（岩波講座『世界歴史』第18巻）. 東京：岩波書店. 

永原陽子（編）他10名との共著．担当章：「歴史言語学から見るバントゥ系民族の移動」．

２．2019. Ｄｅｓｃｒｉｐｔｉｖｅ　Ｍａｔｅｒｉａˡｓ　 ｏｆ　Ｍｏｒｐʰｏｓｙｎｔａｃｔｉｃ　Ｍｉｃｒｏｖａｒｉａｔｉｏｎ　 ｉｎ　ʙａｎｔｕ. Fuchu: 

Research Institute for Languages and Cultures of Asia and Africa. Shinagawa, 

Daisuke and Yuko Abe (eds.) 他８名との共著．担当章：ʻGandaʼ（Judith Nakayizaとの

共著）, ʻMatengoʼ.



375

３．2018. ʟｅｖｅˡｓ　 ｉｎ　Ｃˡａｕｓｅ　ʟｉｎｋａɡｅ：　Ａ　ｃｒｏｓｓˡｉｎɡｕｉｓｔｉｃ　ｓｕｒｖｅｙ. Berlin: de Gruyter Mouton. 

Tsunoda, Tasaku (ed.) 他12名との共著．担当章：ʻHereroʼ.   

４．2016.『ナミビアを知るための53章』東京：明石書店. 水野一晴・永原陽子（編）他29名

との共著．担当章：「多言語国家ナミビアの言語」「多言語主義と英語」「教育現場の言語」

「ナミビアの出版事情」「ヘレロ語を話す人々」「エネルギッシュな町カトゥトゥラ」．

５．2012.『アフリカ諸語文法要覧』広島：渓水社．塩田勝彦（編）他17名との共著．担当章：

「バントゥ諸語概説」（小森淳子・神谷俊郎との共著），「ヘレロ語」「マテンゴ語」．

６．2012.『Sounds Great ～英語リダクションをリスニング中心に～』東京：英宝社．今井

由美子・平岩葉子・Paul Evansとの共著．

７．2012.『ボツワナを知るための52章』東京：明石書店. 池谷和信（編）他33名との共著．

担当章：「ヘレロ語を話す人びと―ヘレロ人とンバンデル人―」．

８．2010.『Sounds Make Perfect 英語音声学への扉～発音とリスニングを中心に～』東京：

英宝社．今井由美子・井上球美子・井上聖子・大塚朝美・高谷華・上田洋子との共著．

９．2008.『アクション別フィールドワーク入門』京都：世界思想社武田丈・亀井伸孝（編）

他12名との共著．担当章：「多言語社会のゆくえをのぞむ」． 

10．2006. Ｖｏｃａｂｕˡａｒｙ　ｏｆ　ｔʰｅ　Ｍａｔｅｎɡｏ　ʟａｎɡｕａɡｅ. Fuchu: Research Institute for Languages 

and Cultures of Asia and Africa. 

11．2006. ʙｉｂˡｉｏɡｒａｐʰｙ　ｏｆ　Ａｆｒｉｃａｎ　ʟａｎɡｕａɡｅ　Ｓｔｕｄｙ：　ɪʟＣＡＡ　₁₉₆₄︲₂₀₀₆． Fuchu: Research 

Institute for Languages and Cultures of Asia and Africa.　Ryohei Kagayaとの共編．

12．2004.『Phonetics in Context　英語音声学の基礎：理論と実践』東京：北星堂書店．大

塚朝美・井上球美子・今井由美子・上田洋子との共著．

論文

１．Forthcoming. ʻInformation structure, Topic and focus.ʼ In: Marten, L., N. C. Kula, J. 

Zeller, and E. Hurst (eds.) Ｔʰｅ　Ｏｘｆｏｒｄ　ɢｕｉｄｅ　ｔｏ　ｔʰｅ　ʙａｎｔｕ　ʟａｎɡｕａɡｅｓ. Oxford: Oxford 

University Press.（Yukiko Morimotoとの共著）.

２．Forthcoming. ʻMatengo.ʼ In: Marten, L., N. C. Kula, J. Zeller, and E. Hurst (eds.) Ｔʰｅ　

Ｏｘｆｏｒｄ　ɢｕｉｄｅ　ｔｏ　ｔʰｅ　ʙａｎｔｕ　ʟａｎɡｕａɡｅｓ. Oxford: Oxford University Press.

３．2024. ʻMicro︲variation of noun︲modifying constructions in Bantu languages.ʼ In: 

Marten, L., R. Guérois, H. Gibson, and E. Bloom︲Ström (eds.) Ｍｏｒｐʰｏｓｙｎｔａｃｔｉｃ　Ｖａｒｉａｔｉｏｎ　

ｉｎ　ʙａｎｔｕ. Oxford: Oxford University Press. 

４．2024. ʻMultiple︲object constructions in Ganda (JE15).ʼ In: Gibson, H., R. Guérois, G. 



376

Mapunda, and L. Marten (eds.) Ｍｏｒｐʰｏｓｙｎｔａｃｔｉｃ　Ｖａｒｉａｔｉｏｎ　 ｉｎ　Ｅａｓｔ　Ａｆｒｉｃａｎ　ʙａｎｔｕ　

ʟａｎɡｕａɡｅｓ. Berlin: Language Science Press. 155︲189.（Judith Nakayizaとの共著）

５．2023.「状態変化動詞と事象の所有―経験主の語彙表示をめぐって―」岸本秀樹・臼杵岳・

于一楽（編）『構文形式と語彙情報』東京：開拓社．280︲303.（今泉志奈子・藤縄康弘・

高橋美穂との共著）

６．2022. ʻNoncausal/causal verb alternations in Swahili.ʼ ʟｉｎɡｕｉｓｔｉｑｕｅ　 ｅｔ　ʟａｎɡｕｅｓ　

Ａｆｒｉｃａｉｎｅｓ. 8(2) https://journals.openedition.org/lla/4561. 

７．2022.「バントゥ諸語の参照文法書－バントゥ諸語研究における参照文法書の位置づけ」

渡辺己・澤田英夫（編）『参照文法書研究』アジア・アフリカ言語文化研究別冊2, 213︲

255．

８．2021.「新しいアフリカ言語研究」『アフリカ研究』100, 67︲72.（大野仁美・河内一博・

中川裕・亀井伸孝・森壮也・宮本律子との共著）

９．2021.「ヘレロ語の名詞の声調（Bantu R31）」梶茂樹（編）『アフリカ諸語の声調・アク

セント』府中：東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所. 279︲301．

10．2021.「スワヒリ語における「関係節」と体言化」鄭聖汝・柴谷方良（編）『体言化理論

と言語分析』吹田：大阪大学出版会. 429︲458．

11．2019.「ヘレロ語のとりたて表現」野田尚史（編）『日本語と世界の言語のとりたて表現』

東京：くろしお出版. 237︲253．

12．2019. ʻContact︲induced language divergence and convergence in Tanzania: Forming 

new varieties as language maintenance.ʼ Ｓʷａʰｉˡｉ　 Ｆｏｒｕⅿ, 26, 181︲204.（Sayaka 

Kutsukakeとの共著）

13．2018. ʻFunctions of verb reduplication and verb doubling in Swahili.ʼ　Ｔʰｅ　Ｊｏｕｒｎａˡ　ｏｆ　

Ａｓｉａｎ　ａｎｄ　Ａｆｒｉｃａｎ　Ｓｔｕｄｉｅｓ︐ 96, 5︲27.（Hannah Gibsonとの共著）

14．2018. ʻNoun︲modifying constructions in Swahili and Japanese.ʼ In: Pardeshi, Prashant 

and Taro Kageyama (eds.) ʜａｎｄｂｏｏｋ　ｏｆ　Ｊａｐａｎｅｓｅ　Ｃｏｎｔｒａｓｔｉｖｅ　ʟｉｎɡｕｉｓｔｉｃｓ (Handbooks 

of Japanese language and linguistics 6). Berlin: de Gruyter Mouton. 433︲452. 

15．2017. ʻConjoint/disjoint distinction and focus in Matengo (N13).ʼ In: Hyman, Larry and J. 

van der Wal. (eds.) Ｔʰｅ　Ｃｏｎʲｏｉｎｔ╱Ｄｉｓʲｏｉｎｔ　Ａˡｔｅｒｎａｔｉｏｎ　 ｉｎ　ʙａｎｔｕ. Berlin: de Gruyter 

Mouton. 426︲452. 

16．2017.「日本語の視点からアフリカ諸語を見る―日本語とバントゥ諸語の対照研究―」『適

塾』50, 45︲52. 

17．2017.「ヘレロ語とスワヒリ語の限定を表すとりたて小辞に関する試論」『スワヒリ&ア



377

フリカ研究』28, 72︲90.

18．2016. ʻEvent integration patterns in Herero: The case of motion event components.ʼ 

Ａｓｉａ　ａｎｄ　Ａｆｒｉｃａ　ʟａｎɡｕａɡｅｓ　ａｎｄ　ʟｉｎɡｕｉｓｔｉｃｓ, 10, 219︲244. 

19．2016.「スワヒリ語における『～ハ～ガ』構文および類似した構文について」『スワヒリ

&アフリカ研究』27, 17︲36. 

20．2015.「スワヒリ語における有対動詞：派生の形式と動詞の意味を中心に」パルテシ，

プラシャント・ハイコ ナロック・桐生和幸（編）『有対動詞の通言語的研究』東京：く

ろしお出版. 351︲368. 

21．2015.「スワヒリ語の場所格の主題化」『日本語学』34(12), 68︲76. 

22．2014.「バントゥ諸語における自他動詞の派生関係―スワヒリ語・マテンゴ語・ヘレロ

語の場合―」『スワヒリ&アフリカ研究』25, 54︲65. 

23．2014.「バントゥ諸語における名詞修飾節の形式と意味」益岡隆志・大島資生・橋本修・

堀江薫・前田直子・丸山岳彦（編）『日本語複文構文の研究』東京：ひつじ書房．617︲

643. 

24．2012.「アフリカにおける識字を考える」『ことばと社会』14, 43︲66. 

25．2012.「ヨーロッパ発『多言語主義』とアフリカの多言語状況」砂野幸稔（編）『多言語

主義再考―多言語状況の比較研究』東京：三元社. 118︲141. 

26．2012.「スワヒリ語における２種類の関係節」ＣʟＡＶＥʟ, 2, 13︲26. 

27．2012.「スワヒリ語のアクセント―アクセントフレーズを中心に―」原口庄輔（編）『自

立調和的視点から見た音韻類型のモデル』（平成20年度～ 23年度科学研究費補助金研究

成果報告書）139︲148.

28．2011. ʻWord order in Matengo (N13): Topicality and informational roles.ʼ ʟｉｎɡｕａ, 121(5), 

754︲771. 

29．2011.「ヘレロ語における動詞活用形の声調（バントゥ系，R31）」『スワヒリ&アフリカ

研究』22, 109︲131.

30．2010. 「ヘレロ語における適用形構文と目的語の対称性」『アジア・アフリカの言語と言

語学』4, 5︲37. 

31．2010. ʻTopical hierarchy and grammatical agreement in Matengo (N13).ʼ In: Legère, K. 

and C. Thornell (eds.) ʙａｎｔｕ　ʟａｎɡｕａɡｅｓ　Ａｎａˡｙｓｅｓ︐　Ｄｅｓｃｒｉｐｔｉｏｎ　ａｎｄ　Ｔʰｅｏｒｙ. Köln: 

Rüdiger Köppe Verlag. 313︲323. 

32．2010. ʻ"Swahilization" of ethnic languages in Tanzania: The case of Matengo.ʼ Ａｆｒｉｃａｎ　

Ｓｔｕｄｙ　Ｍｏｎｏɡｒａｐʰｓ, 31(3), 139︲148. 



378

33．2009. ʻInformation structure and sentence formation in Matengo.ʼ In: Pak, Manghyu (ed.) 

Ｃｕｒｒｅｎｔ　ɪｓｓｕｅｓ　ｉｎ　Ｕｎｉｔｙ　ａｎｄ　Ｄｉｖｅｒｓｉｔｙ　ｏｆ　ʟａｎɡｕａɡｅｓ． (Collection of the papers selected 

from CIL18) Seoul: Linguistic Society of Korea. 443︲453. 

34．2009.「動き続けるアフリカ諸語―ナミビアの言語事情」梶茂樹・砂野幸稔（編）『アフ

リカのことばと社会』東京：三元社．459︲482.  

35．2009.「マテンゴ語の動詞活用形と焦点」『スワヒリ&アフリカ研究』20, 148︲164. 

36．2009.「言語を『選択する』ということ―アフリカにおける母語教育と言語権について

考える―」Ｍʷｅｎɡｅ. 39, 16︲20. 

37．2008.「マテンゴ語の情報構造と語順」『言語研究』133, 107︲132.

38．2008.「ナミビアのアフリカ諸語―言語態度と言語権を中心に―」米田信子（編）『南部

アフリカ少数言語の教材開発および保護のための記述研究』（平成18年度～ 19年度科学

研究費補助金研究成果報告書）1︲16. 

39．2008.「母語は『使いたい言語』か？―ナミビアの言語権」『言語』32(2), 40︲45.

40．2007.「マテンゴ語の擬人化とイメージ付与」『スワヒリ&アフリカ研究』18, 109︲126.　

41．2007.「レキシカルな韻律とフレーザルな韻律の関係―日本語共通語・新見市方言・中

国語・マテンゴ語の対照―」定延利之・中川弘之（編）『音声文法の対照』東京：くろ

しお出版. 15︲53.（定延利之・友定賢治・朱春躍との共著）

42．2007.「ナミビア：アフリカ諸語教育の新たな段階―Upgrading African Languages 

Projectの報告を中心に―」『スワヒリ&アフリカ研究』17, 145︲155. 

43．2006.「マテンゴ語における『現在』と『未来』―２種類の時間境界」中川弘之・定延

利之 （編）『言語に現れる「世間」と「世界」』東京：くろしお出版. 129︲151. 

44．2006.「マテンゴ語の『補完語』と情報構造」加藤重弘・吉田浩美（編）『言語研究の射程』

東京：ひつじ書房. 189︲211. 

45．2005. ʻTone patterns of Matengo nominals.ʼ In: Kaji, Shigeki (ed.) Ｃｒｏｓｓ︲ˡｉｎɡｕｉｓｔｉｃ　

Ｓｔｕｄｉｅｓ　ｏｆ　Ｔｏｎａˡ　Ｐʰｅｎｏⅿｅｎａ：　ʜｉｓｔｏｒｉｃａˡ　Ｄｅｖｅˡｏｐⅿｅｎｔ︐　Ｔｏｎｅ︲Ｓｙｎｔａｘ　 ɪｎｔｅｒｆａｃｅ︐　ａｎｄ　

Ｄｅｓｃｒｉｐｔｉｖｅ　Ｓｔｕｄｉｅｓ. 東京：東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究. 393︲409. 

46．2005.「ナミビアの多言語使用―アフリカ諸語をめぐる新たな動き―」梶茂樹・石井溥（編）

『アジア・アフリカにおける多言語状況と生活文化の動態』（科学研究費研究成果報告書）

157︲171．

47．2005.「独立ナミビアの多言語教育」『脱帝国と多言語化社会のゆくえ』（ことばと社会

別冊２）東京：三元社. 127︲153．

48．2004.「多言語社会における英語の位置づけ―タンザニア，ナミビア，ジンバブエの場



379

合―」宮本律子（編）『現代アフリカ女性の開発プログラム参加と言語選択に関する学

際的研究』（科学研究費研究成果報告書）19︲32．

49．2004.「マテンゴ語の主題―他のバンツー諸語との比較から―」益岡隆志（編）『主題の

対照』東京：くろしお出版. 171︲190．

50．2003.「マテンゴ語における不可譲渡名詞の状態表現」『スワヒリ&アフリカ研究』13，

125︲137．

51．2003.「マテンゴ語における借用語と単語取替え」梶茂樹（編）『地方語と共通語におけ

る借用語の動態関係―アフリカとインドネシアの場合―』（環太平洋の「消滅に瀕した

言語」に関する緊急調査研究成果報告集B009）ELPR Publications. 31︲49．

52．2003.「マテンゴ語に見られる〝母音挿入〟」『大阪女学院短期大学紀要』32, 23︲39．

53．2002.「多言語国家における教育と言語政策―独立ナミビアの事例から」宮本正興・松

田素二（編）『現代アフリカの社会変動―言葉と文化の動態観察』京都：人文書院. 150︲

169．

54．2002.「ンデンデウレ語の音韻概要」『スワヒリ&アフリカ研究』12, 129︲145．

55．2001.「ナミビアの教育言語政策」『アフリカレポート』33, 22︲26.

56．2001.「マテンゴ語における単語の取り替え」『アジア・アフリカ文法研究』29, 93︲99．

57．2000.「『現在』時制におけるマテンゴ語の静態動詞」『アジア・アフリカ文法研究』28, 
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59．1999.「マテンゴ語動詞の声調（バンツー系，タンザニア）」『アジア・アフリカ言語文

化研究』57, 133︲155．
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63．1996. ʻThe impact of the diffusion of Kiswahili on ethnic languages in Tanzania: A 

case study of Samatengo.ʼ Hino, Shunʼya (ed.) Ａｆｒｉｃａｎ　Ｕｒｂａｎ　Ｓｔｕｄｉｅｓ. IV, Tokyo: 
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亀井伸孝との共著）【講座】
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６．2004.「英語科で『アフリカ』を教える」『アフリカ研究』日本アフリカ学会創立40周年

記念特別号. 【報告】
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悦子・小西正捷・小松久男・須藤健一・谷泰・日野舜也・横山廣子（編）『世界民族事典』

東京：弘文堂. 【事典の項目】
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９．2018.8.25. ʻCross︲Bantu variation in the properties of subjects.〟 The 9th World 

Congress of African Linguistics. ムハンマド５世大学, ラバト, モロッコ王国.（Yukiko 

Morimotoとの共同発表）
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14．2015.7.24. ʻHow African languages fit in Talmy's typology of event integration.ʼ The 

13th International Cognitive Linguistics Conference. ノーザンブリア大学，ニューカッ
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の共同発表）

15．2017.6.23.「スワヒリ語と民族語の言語接触による文法レベルの影響」ワークショップ「ス
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ワヒリ語圏アフリカにおける多言語状況の実態―言語接触状況下での多様な言語現象か
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（Kawachi, Kazuhiro, Y. Abe, O. Hieda, K. Koga, J. Komori, & H. Yoshinoとの共同ポス
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27．2010.11.27.「スワヒリ語における『外の関係』の関係節」日本言語学会第141回大会．東
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28．2010.10.31. ʻRelative clauses in Swahili ‐ Internal relation and external relation.ʼ 
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関西言語学会第35回大会．京都外国語大学．

31．2010.2.19. ʻ"Swahilization" of HLT (Heritage Languages of Tanzania): The case of 
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34．2009.6.6.「マテンゴ語におけるフォーカス標示と解釈の不一致」関西言語学会第34回大会．

神戸松蔭女子学院大学．

35．2009.3.26. ʻThe conjoint/disjoint verb form and focus in Matengo. ʼ The 3rd 

International Conference on Bantu Languages. ベルギー王立中央アフリカ博物館，テ

ルビューレン，ベルギー . 

36．2008.11.29. 「バントゥ諸語における適用形動詞の類型と目的語対称性」日本言語学会第

137回大会. 金沢大学.（品川大輔との共同発表）

37．2008.7.25. ʻInformation structure and sentence formation in Matengo.ʼ The 18th 

International Congress of Linguists. 高麗大学, ソウル, 韓国． 

38．2008.6.1.「アフリカ諸語による教育と言語権―母語教育のゆくえをのぞむ―」日本文化

人類学会第42回研究大会. 京都大学. 

39．2008.5.25.「ヘレロ語名詞の声調」日本アフリカ学会第45回学術大会．龍谷大学.  

40．2008.3.8. ʻWord order and information structure in Matengo (N13).ʼ International 

Conference on Movement and Word Order. ライデン大学, オランダ． 

41．2007.10.4. ʻTopical hierarchy and grammatical agreement in Matengo (Bantu N13).ʼ 

The 2nd International Conference on Bantu Languages. ヨーテボリー大学, スウェー

デン．

42．2006.8.30. ʻThe information structure and word order in Matengo.ʼ The 35th 

Colloquium on African Languages and Linguistics. ライデン大学, オランダ．

43．2006.3.3. ʻTopicalization and the information structure in Matengo.ʼ Museum Seminar 

on African Languages and Cultures. ベルギー王立中央アフリカ博物館, テルビューレ
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ン, ベルギー .

44．2005.5.28.「ナミビアの言語政策：新しい動き」日本アフリカ学会第42回学術大会. 東京

外国語大学.

45．2004.12.16. ʻTone patterns of Matengo nominals.ʼ International Symposium on Tone: 

Cross︲Linguistic Studies of Tonal Phenomena. 東京外国語大学.

46．2003.10.26.「ナミビアの言語問題―多言語教育の実情と課題―」国際シンポジウムPost︲

Empire and Multilingual Societies in Asia and Africa.（脱帝国と多言語化社会のゆく

え―アジア・アフリカの言語問題を考える）. 東京外国語大学.

47．2003.7.27.「バンツー諸語の主題：マテンゴ語の主題化を中心に」言語対照シンポジウ

ム―「主題」をめぐって―. 神戸ユニティー .

48．2003.6.1.「ジンバブエの言語〝ナショナリズム〟」日本アフリカ学会第40回学術大会，島

根大学.

49．2003.3.14.「英語に対する方針と言語態度―タンザニア・ナミビア・ジンバブエの例―」

アジア･アフリカにおける政治文化の動態「言語共同体と言語政策」シンポジウム，東

京外国語大学. 

50．2001.5.27.「ナミビアの教育言語政策」日本アフリカ学会第38回学術大会，名古屋大学.

51．2000.12.25. ʻSwahilization of ethnic languages in Tanzania.ʼ International Conference on 

Endangered Languages. 京都国際会館.

52．1999.5.30.「マテンゴ語に見る借用語の変容」日本アフリカ学会第36回学術大会. 京都大学.

53．1998.6.21.「マテンゴ語動詞の声調」日本言語学会第116回大会. 慶応義塾大学.

54．1998.5.31.「マテンゴ語：世代間に見られる母音の差」日本アフリカ学第35回学術大会. 

敬愛大学.

55．1997.6.1.「民族語に対するタンザニアの言語政策：現状と課題」日本アフリカ学会第34

回学術大会. 新潟国際情報大学.

学位論文

１．2000.『マテンゴ語の記述研究（バンツー系，タンザニア）―動詞構造を中心に―』東

京外国語大学に提出した博士論文．

２．1995.『タンザニアにおけるスワヒリ語の浸透と民族語の現状：マテンゴ語の例をとお

して』神戸市外国語大学に提出した修士論文．
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の弾道」英宝社、2007年３月15日、pp. 185︲242.
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司会：服部典之、講師:大森文子、川嶋伸博、足立賀代子、渡邉克昭。2017年10月28日、

大阪大学。

14．日本アメリカ文学会第63回 関西支部大会フォーラム「メルヴィルとホイットマンの時

代―生誕200年を記念して』、司会・講師：橋本安央、講師：入子文子、堀内正規、渡邉

克昭。「蘇るポストヒューマン・バートルビー―ドン・デリーロの『ボディ・アーティ

スト』を導きの糸として」2019年12月14日、龍谷大学。

15．日本アメリカ文学会関西支部例会シンポジウム 「変容する〈ホテル〉の時空間」、司会・

講師：池末陽子、講師：後藤篤、千代田夏夫、渡邉克昭。「錯乱のコズモポリス―『マー

ティン・ドレスラー』におけるポストヒューマン的身体としての「ホテル」」2020年10

月24日、オンライン。

16．日本アメリカ文学会第60回全国大会シンポジウム 「アメリカ作家たちのデモクラシ一―
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危機の時代を超えて』、司会・講師：渡邉克昭、講師：西谷拓哉、三杉圭子、岡本太助。「ア

メリカン・デモクラシーの逆説とそのゆくえ―Ｍａｏ　ɪɪとＴʰｅ　Ｓｉˡｅｎｃｅにおける自己免疫

と来るべき「未来」」2021年10月３日、オンライン。

17．日本ソール・ベロー協会第35回大会シンポジウム：「″A Silver Dish″を読む」、司会・

講師：渡邉克昭、講師：大場昌子、伊達雅彦、近藤佑樹。「「世界は善なるものに満ちて」

―「銀の皿」における「生」の創造的進化」2023年９月２日、大阪大学。

18．日本アメリカ文学会第65回関西支部大会シンポジウム：「AI と小説との出会い」、司会：

木原善彦、講師：大内真一郎、荘中孝之、大曽根宏幸、渡邉克昭。「ウィンストンは

「生
エラン・ヴィタル

の跳躍」の夢を見るか?—ダン・ブラウンの『オリジン』におけるアクターネットワー

クの生成」2023年12月２日、京都女子大学。

招待講演

１．福島大学招待講演「幻想としてのアメリカ―フィクションが文化と交わるところ」2005

年11月12日、福島大学。

２．アジア系アメリカ文学研究会第２４回フォーラム招待講演「ドン・デリーロにおける〈死〉

のデザイン―オリエンタルな意匠をめぐって」2016年９月25日、神戸大学。

３．京都大学大学院人間・環境学研究科招待講演「破局と生成のアレンジメント―デリーロ

文学における微粒子とメディアの亡霊」2017年７月14日、京都大学。

４．エコクリティシズム研究学会第30回大会招待講演「ドン・デリーロの惑星的想像力の場

としての〝Convergence〟―『ゼロK』における「ポストヒューマン・ボディ」とアース・

アート」2017年８月５日、サテライトキャンパスひろしま。

５．日本英文学会関西支部第12回大会招待発表「囁き続ける水滴 ―『ゼロK』における「器

官なき身体」」2017年１2月17日、京都女子大学。

６．日本ソール・ベロー協会第30回大会招待講演「呼び交わす巨匠たち―ベロー、ヘミング

ウェイ、デリーロにおける〈死〉のアポリア」 2018年９月５日、専修大学。

７．大阪市大学英文学会第48回大会招待講演「21世紀デリーロ文学におけるポストヒューマ

ン的転回―アトウッドとの比較において」2020年12月12日、オンライン。

研究発表

１．日本アメリカ文学会関西支部例会「「マキャベリアンのペイジェント―『オーギー・マー

チの冒険』をめぐって」1984年５月26日、大阪市立大学文化交流センター。

２．日本アメリカ文学会第32回全国大会「Saul Bellowにおける富と贈与交換―ʜｕⅿｂｏˡｄｔ＇ｓ　
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ɢｉｆｔを中心に」1993年10月９日、弘前大学。

３．阪大英文学会第29回大会「ノイズから『ホワイト・ノイズへ―死がメディアと交わると

ころ」1996年10月26日、大阪大学。

４．日本アメリカ文学会第37回全国大会「「群衆」の時代と小説家の肖像 ―Ｍａｏ　ɪɪにおける

死とメディアの神話学」1998年10月17日、広島女学院大学。

５．日本アメリカ文学会関西支部例会「時の砂漠―惑星思考の『ポイント・オメガ』」2010

年11月６日、京都女子大学。

学会活動

１．日本アメリカ文学会（1982年４月１日～現在）

関西支部長：2013年４月１日～ 2017年３月31日、本部代議員：2011年４月１日～現在、

本部編集委員：2010年４月１日～ 2014年３月31日、2018年４月１日～ 2020年３月31日、

本部編集委員長：2020年４月１日～ 2022年３月31日、本部事務局代表幹事：2008年４

月１日～ 2010年３月31日、関西支部評議員：1997年４月１日～現在。

２．日本英文学会（1986年４月１日～現在）

本部編集委員：2010年４月１日～ 2012年３月31日、本部編集副委員長2013年４月１日

～ 2014年３月31日、関西支部理事2023年４月１日～現在。

３．日本ソール・ベロー協会（1989年４月16日～現在）

理事：2001年４月１日～現在。

４．日本アーネスト・ヘミングウェイ協会（1992年４月１日～ 2021年３月31日）

５．大阪大学言語社会学会（1997年11月６日～現在）

理事、編集委員：2007年10月１日～現在。

６．アメリカ学会（2007年４月１日～現在）

評議員、年次大会プログラム委員：2009年４月１日～ 2010年３月31日。

７．日本ウィリアム・フォークナー協会（2009年４月１日～ 2021年３月31日）

８．日本マーク・トウェイン協会（2010年４月１日～ 2021年３月31日）

９．日本アメリカ演劇学会（2010年４月１日～現在）

文部科学省科学研究費補助金 基盤研究C 

【研究代表者】

１．「現代アメリカ文学におけるメディアと死の関係」（1997年４月１日～ 1999年３月31）

２．「現代アメリカ文学における『アメリカン・サブライム』の表象とアウラの発現に関す
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る研究」（2001年４月１日～ 2004年３月31日）

３．「アメリカ文学における銃の表象とアメリカの神話の関係に関する研究」（2005年４月１

日～ 2008年３月31日）

４．「20世紀アメリカ文学における進歩のデザインと破局の表象に関する文化史的研究」（2010

年４月１日～ 2013年３月31日）

５．「アメリカ文学におけるヒユーマン・エンハンスメントの進化と「幸福の追求」の未来学」

（2014年４月１日～ 2017年３月31日）

６．「21世紀英語文学におけるポストヒューマニズムの思想史的展開―物質としての生命」

（2018年４月１日～ 2023年３月31日）

７．「ポストヒューマン文学における異種混淆とデモクラシー―アクタ一ネットワ一クの生

成」（2022年４月１日～現在）

【研究分担者】

８．「現代アメリカ文学における身体意識の変容とメディアと研究の関係」（2004年４月１日

～ 2007年３月31日）

９．「アメリカ文学と写真/ドキュメンタリーとのインタラクテイヴな関係に関する学際的研

究」（2009年４月１日～ 2012年３月31日）

10．「アメリカ文学におけるホテル的空間の文化史」（2019年４月１日～ 2023年３月31日）

その他

１．科研費第２段審査委員（第２部会文学小委員）(2013年４月１日～ 2014年３月31日）

２．高大連携：京都市立堀川高校生とのワークショップ・講演、「国際文化への誘い」2023

年３月17日、大阪大学。
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渡邊伸治　履歴・業績
【履歴】

昭和53 (1978)年６月　　United World College of the Atlantic卒業

昭和53 (1978)年７月　　国際バカロレア取得

昭和54 (1979)年４月　　東京外国語大学外国語学部ドイツ語学科入学

昭和57 (1982)年10月　　ゲッティンゲン大学 文部省交換留学生（昭和58年７月まで）

昭和59 (1984)年３月　　東京外国語大学外国語学部ドイツ語学科卒業

昭和59 (1984)年４月　　東京大学人文科学研究科修士課程独語独文学専修課程入学

昭和61 (1986)年３月　　同修了

昭和61 (1986)年４月　　東京大学人文科学研究科博士課程独語独文学専修課程進学

昭和62 (1987)年３月　　同退学

昭和62 (1987)年４月　　東京大学教養学部助手着任

昭和63 (1988)年10月　　大阪大学言語文化部専任講師着任

平成₂　(1990)年10月　　デュッセルドルフ大学 DAAD奨学生（平成３年７月まで）

平成₆　(1994)年４月　　大阪大学言語文化部助教授着任

平成11 (1999)年10月　　ミュンヘン大学 フンボルト財団研究員（平成12年７月まで）

平成17 (2005)年４月　　大阪大学大学院言語文化研究科助教授に配置換え

平成19 (2007)年４月　　大阪大学大学院言語文化研究科准教授に職名変更

平成24 (2012)年４月　　大阪大学大学院言語文化研究科教授着任

令和₄　(2022)年４月　　大阪大学大学院人文学研究科教授に配置換え

【主な業績】

１．「hin/her+gehen/kommenの考察 ―ニーベルンゲンの歌とトリスタンの原文/現代語訳

を資料に―」『言語文化共同研究プロジェクト2022 時空と認知の言語学（12）』（大阪大

学）2023年，p. 50︲59.

２．「gehen/kommen とhin/her における ダイクシス性と視点性 ―現代ドイツ語と中高ド

イツ語の比較対照的考察―」『ドイツ文学』166（日本独文学会）2023年，pp.52︲70.

３．「現代語版ルター聖書/現代語版チューリヒ聖書におけるgehen/kommen  ―マタイによ

る福音書を対象に」『言語文化共同プロジェクト2021 時空と認知の言語学（11）』（大阪

大学）2022年，p. 49︲58.

４．「ニーベルンゲンの歌におけるkomenの用法 ―同じ環境で現れるgânとの対照の観点か
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ら―」『言語文化共同プロジェクト2019 時空と認知の言語学（₉）』（大阪大学）2020年，

pp.31︲40.

５．「ニーベルンゲンの歌におけるgânの用法 ―現代語訳ではkommenで訳されている例を

対象に―」『言語文化研究』45（大阪大学）2019年，pp.125︲142.

６．「go/comeのダイクシス用法と非ダイクシス用法 ―具体的用法の場合―」『言語文化研究』

42（大阪大学）2016年，pp. 219︲239.

７．「直示とコンテクスト」澤田治美（編）『ひつじ意味論講座第６巻　意味とコンテクスト』

2012年，pp. 1︲18，ひつじ書房．

８．「引用助詞「ト」と「ッテ」の機能と相違について」『言語文化共同研究プロジェクト

2010 言語における時空をめぐって（₉）』（大阪大学）2011年，pp.71︲80.

９．「Zur Deixis von ɡｅʰｅｎ」『Akten des XII. internationalen Germanisitenkongresses 

Warschau 2010』Vol. 15. 2012年.

10．「クレルの用法分析」『言語文化共同研究プロジェクト2007 言語における時空をめぐっ

て（₆）』（大阪大学）2008年，pp.41︲49.

11．「ダイクシスを捉える枠組み」『月刊言語』２月号2007年，pp.32︲39，大修館.

12．「日本語フィクションにおける自由間接話法」『言語文化研究』33（大阪大学）2007年，

pp.121︲142.

13.「Zu Definitionen direkter und indirekter Rede im Deutschen und Japanischen」

Harweg, R. et al. (eds.)『getriwe ân allez wenken: Festschrift für Shoko Kishitani zum 

75. Geburtstag』2006年, pp. 212︲224, Kümmerle Verlag, Göppingen.

14．「時間把握と時間表現」『言語文化共同研究プロジェクト2005 言語における時空をめぐっ

て（₄）』2006年，pp.41︲50.

15．「引用節に現れる視点要素とスタイル要素」『日本語文法』₃/2（日本語文法学会）2003年，

pp.181︲193.

16．「「前」の用法 ―統一的説明試論―」『言語文化共同研究プロジェクト2002 言語におけ

る時空をめぐって』2003年.

17．「Zur Deixis von ｋｏⅿⅿｅｎ, ｂｒｉｎɡｅｎ und ⅿｉｔｂｒｉｎɡｅｎ」『Zeitschrift für germanistische 

Linguistik』30/3, 2002年，pp.342︲355. De Gruyter.

18．「「視点」諸概念の分類とその本質」『言語文化研究』25（大阪大学）1998年，pp.389︲

402.


